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刊行にあたって 

 
日本私立大学連盟は、加盟大学を対象として種々の調査研究を行っているが、奨学金等に関し

ても、長年にわたり継続的に調査を実施している。 

本書は、学生委員会に設置した奨学金等分科会が実施した「平成27年度奨学金等調査（平成26

年度実績）」について、その概要と調査結果をとりまとめたものである。 

言うまでもなく、私立大学は、それぞれの建学の精神に則って運営されており、学生の教育に

関しても個々の理念と目的を掲げ、それらを具現するための活動を行っている。こうした教育の

理念と目的に鑑み、各大学では、独自の特徴的な学内奨学金等制度を構築して、一人でも多くの

学生の修学機会が確保できるよう懸命な努力を続けている。 

本報告書は、このような状況下における加盟大学の学内奨学金等制度の全体像を示し、各大学

での制度運用の一助となることを目的として刊行した。 

本報告書が加盟各大学における学生に対する経済支援、創意工夫に溢れる戦略的支援の構築、

運用に資することができれば幸いである。 

 
 

平成28年３月 

 
学 生 委 員 会 

担当理事 吉 岡 知 哉 

委 員 長 國 廣 敏 文 
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Ⅰ．学生委員会奨学金等分科会の活動について 
 

奨学金等分科会は、学生委員会の下部組織として設置され、奨学金等の調査の実施とその

分析並びに独立行政法人日本学生支援機構（以下、「日本学生支援機構」という）等の外部機

関との協議をその主要な任務としている。平成27年度の当分科会は、加盟大学の学生支援に

資するために「平成27年度奨学金等調査」を実施するとともに、国の奨学金施策の多くの部

分を担う日本学生支援機構と定期的な協議を行った。さらに、本年度は日本学生支援機構と

の協議の中でも繰り返し要望してきた給付奨学金に関して、「給付奨学金の創設に関する要

望」書を作成し、文部科学大臣への提出を行った。 

 

 

１．平成27年度奨学金等調査を実施して 

 平成 27 年度奨学金等調査は、日本私立大学連盟の全加盟大学に対して、学内奨学金等制度

の状況及び「日本学生支援機構」の奨学金の受給状況を詳細に調査したものである。調査項

目の詳細は【付録】の実施要項を参照されたい。 

 当分科会が奨学金等の調査を担当するようになって今年度で 10 年目となる。多くの詳細な

調査項目にもかかわらずこれを終えることができたのは、関係各位のご協力の賜物であり、

厚く御礼申し上げる次第である。 

 

 調査については、まず、昨年度と同様に、学部・大学院ともに、授業料等の減免制度も含

む奨学金等を形態別および目的別に分類し、全体の調査結果と各グループ（学生数１万人以

上、４千人以上１万人未満、４千人未満の３グループ）の調査結果を前年度と対比して明示

した。 

 調査結果から加盟大学の奨学金等について、学部学生への支給状況を中心に、特徴的な部

分を取り出して概観することとする。 

 

 まずは、学部学生に対する給費奨学金等につきその傾向を確認する。 

【学部学生給費】 

 「Ａ経済支援」については、人数、支

給金額ともにここ数年増加傾向が続いて

いたが、今年度は若干の減少に転じた。

ただ、１人あたりの受給金額は増加が継

続しており（平成 25 年度 313 千円、同

26 年度 317 千円）、多くの加盟大学にお

いて、学部学生への経済支援に力を入れ

ている現状に変わりはない。 

 「Ｂ＋Ｂ’家計急変・災害援助（震災

対応含む）」については、平成 23 年３月

11 日の東日本大震災の影響でその直後

の平成 23 年度には人数（14,434 人）、支

給金額（66 億９千万円）ともに大きく増

加していた。平成 26 年度においても

4,273 人・19 億 2 千 7 百万円と震災発生

直後に比べると大幅に減少しているもの

の、震災前の水準(約 800 人・３億２千万円程度)からすると、はるかに多い人数・支給金額
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であり、震災の影響が続いていることが

伺える。ただし、４年制大学においては

平成 26 年度で対応初年度の学生が修業

年限を迎えたため、今後は、加盟大学の

判断により対応が分かれると考えられる。 

「Ｅ特定試験・学術褒章・教育奨励等」

は昨年度までの横ばいから、平成 26 年度

は人数で 37.4％増の 3,263 人、金額で

34.7％増の 3 億 8 千 2 百万円と大幅な増

加となっている。特定試験の合格や資格

取得、留学に対する語学試験の受験など

を奨励する加盟大学の取り組みが増加し、

数値に表れているのではないかと推量さ

れる。 

 「Ｆスポーツ・文化・ボランティア活

動優秀」については、それまでの増加基

調が平成 25 年度に減少に転じ、平成 26

年度も支給金額は引き続き減少しており、

頭打ちの傾向が鮮明となっている。 

 「Ｇ派遣留学生」については、「トビタ

テ！留学 JAPAN」に代表される国の政策

とも呼応するかのように、一貫して人数、

支給総額ともに増加している。特に平成

26 年度は１人あたり支給額が、それまで

の 250 千円（過去４年平均）から 301 千

円へ急増しており、加盟大学の注力がう

かがえる。 

 これとは対照的に、「Ｉ受入留学生」に

ついては、平成 24 年度以降は給付人数、

支給金額ともに減少してきている。しか

し、１人あたりの支給額は引き続き増加

の一途であることから、量より質の傾向

が鮮明になっている。 

「学部給費推移（A～I 合計）」全体を

俯瞰すると、東日本大震災が発生し、家

計急変奨学金が増大した平成 23 年度以

降、支給金額、人数とも概ね横ばい傾向

といえるが、個別分野でみると増減が生

じていることから、加盟大学において給

費奨学金の支給対象および金額の精選が

進んでいることが明らかになってきた。 

今後、保護者の収入状況や日本学生支

援機構をはじめとする国の政策、また

2020 年以降到来する 18 歳人口の減少などの外部要因も影響して、各加盟大学における奨学

金の政策が、さらに特色を帯びることも考えられる。 
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続いて、学部学生に対する貸与奨学金等についての傾向を確認する。 

【学部学生貸与】 

 「学部＜貸与＞推移（A～I 合計）」グ

ラフを見てわかるように、人数、金額と

もに減少の一途をたどっており、平成 26

年度は、人数が前年度比▲17.6％の

4,546 人、金額が同▲16.8％の 27 億 1 千

万円となった。これは日本学生支援機構

奨学金の制度拡大により、それを補って

きた大学独自の貸与奨学金制度について、

返還管理の困難さもあり、各大学が制度

を廃止・縮小してきていること、学生・

父母の貸与奨学金に対する返還の不安な

どを反映してきた結果と考えられる。 

その一方で、「Ｈその他」のように増

加している分野も存在している。これに

は、医歯薬系の学部を有する大学におい

て、特定の病院に一定期間勤務すること

で返還が免除される制度を設けるといった、進路等と紐づける貸与奨学金が含まれている。

但し、そのような特色ある貸与奨学金も全体の減少を補うほどの規模での増加ではない。日

本学生支援機構奨学金に大きな制度変更等が生じない限り、全体の減少傾向は変わらないと

推量される。 

＜奨学金等分科会委員・分析＞ 

 

２．日本学生支援機構との取組み内容 

本分科会は日本学生支援機構と毎年２回の定期的な懇談会を開催しており、本年度も７月

29 日と 12 月 14 日に実施した。 

いずれも現行制度に係る事項を中心としつつ、前期懇談会では新規制度に、また、後期懇

談会では実務作業に関する懇談に多くの時間を費やした。新規制度では、「特に優れた業績に

よる返還免除候補者の推薦制度」に内在する問題点として、①予算措置がなされておらず、

貸与終了時の返還免除候補者枠の一部が３年前の予約枠により奪われる、②推薦時期の関係

から申請機会のない学生が生じうる、③学問領域の違いがあるため、大学全体で横断的に実

施する学内選考には困難が伴うこと等を指摘し、現場の実状に沿う形での見直しを要望した。

その他、「無利子奨学金（地方創生枠）」の検討・整備の状況や、マイナンバー制度導入に伴

う奨学金業務への影響等について現状を把握した。 

実務作業に関する事項は、現場担当者の声を反映したものである。「貸与額通知書の学校宛

送付の事前登録制の導入」、「適格認定での卒業予定期の入力追加」、「奨学金振込口座へのゆ

うちょ銀行導入」、「外国籍の高校生に対する情報発信の強化」等の要望を伝えた。懇談時に

は交渉中との回答であったが、奨学金振込口座へのゆうちょ銀行導入については、信用組合の

取扱いと合わせて、平成 28 年度からの導入が決定している。 

現行制度に関する事項は、「入学時特別増額貸与奨学金制度」の審査方法の変更、わかり易

い制度構築、かねて懸案事項となっている名称変更を要望した。その他、「機関保証制度」、

「外国人留学生学習奨励費」、「国費留学生スーパーグローバル大学枠」等の現状および課題
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を伝えた（前期懇談会）。また、「各学校から返還者への文書送付」（平成 27 年 10 月７日学支

返促第 2028 号）について、当惑した加盟校も少なからずあったことから意見交換を行った。

その他、「奨学金事業の情報公開」、「海外留学支援制度」、「第二種貸与期間延長」、「緊急奨学

金（第一種）の休止」を取り上げた（後期懇談会）。 

今後とも大学間で共通した事項である場合には、この懇談の場で要望していきたいと考え

ている。ご要望等を是非お寄せ頂きたい。国の奨学金事業の大きな部分を担う日本学生支援

機構を抜きにしては奨学金政策を語ることができない。当分科会としては、今後とも日本学

生支援機構とは緊密な連携を持ち、一層充実した奨学金制度の構築に向けて、友好な関係を

維持したいと考えるところである。 

なお、これらの懇談事項の詳細については連盟のホームページにおいて公表しているので、

ご利用頂きたい。 

 

３．給付奨学金制度の創設に関する要望書の提出について 

 「２．日本学生支援機構との取組み内容」の通り、連盟では日本学生支援機構と年２回の

懇談会を毎年実施している。その中で連盟側からは継続的に給付奨学金制度の新設を要望し

てきた。 

 これまで、文部科学省および日本学生支援機構も奨学金制度の改善に取り組み、無利子（第

一種）奨学金の拡充、返還猶予制度の改善など実施しており、卒業後返還の困難な学生に配

慮し、返還月額が卒業後の所得に連動する「所得連動返還型奨学金制度」も創設されること

となった。 

しかしながら、「教育は未来への投資」とするならば、奨学金制度は本来、貸与だけでなく

給付があってしかるべきである。国際的には奨学金（scholarship）とは返還不要なものであ

り、経済協力開発機構（OECD）加盟 34 カ国で返還不要な給付奨学金が整備されていないのは、

日本とアイスランドの２カ国にすぎない（国立国会図書館 調査及び立法考査局文教科学技術

課（2015）「諸外国における大学の授業料と奨学金」調査と情報 869 号参照）。我が国にお

いて私立大学の経済的困窮者への給付的支援は必ずしも十分ではないが、大学進学の約８割

が私立大学で修学している現状にあっては、国公立、私立の区別なく、勉学意欲のあるすべ

ての学生に学修の機会を平等に与えるよう、学修環境を保障すべきである。 

 要望書の作成にあたり分科会が苦労した点は、国立・私立別の実態把握であった。文部科

学省のホームページには、授業料減免に関する予算額や２年前の実績について公開されてい

るものの、それ以前の実績金額、実績人数は掲載されておらず、また、『文部科学白書』の経

済支援に関わる記載内容も予算額であったため、過去の実績に関しては文部科学省に直接問

い合わせる必要があった。 

 日本学生支援機構奨学金の貸与状況に関しても、すべての情報が公開されていたわけでは

ない。『JASSO 年報』の記載内容は、当年度の採用実績としての国公私立別の貸与人数であり、

国私別の総支給人数等は示されていない。また年度別の貸与金額に関しても、国私別の実績

は公開されておらず、文部科学省における数値と同様、直接の問い合わせによってのみ、実

態の確認が可能となる状況であった。連盟事務局を通じて集められたデータ等を基にして、

各委員の協力により要望書案は作成された。 

その後、９月８日開催の連盟常務理事会および理事会において要望書作成につき報告する

とともに、理事校、監事校および学生委員会委員へも送付・報告のうえ意見聴取を行った。

これらを踏まえ分科会としての最終案を整備したうえで、再度 10 月 20 日開催の常務理事会

および理事会に上程し、連盟からの要望書として提出することが承認された。 

要望書提出にあたっては、文部科学省の学生・留学生課とも相談のうえ、11 月 25 日、高
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等教育局長、私学部長のもとへ連盟事務局長から手渡すとともに、副大臣、政務官にも秘書

を通じて届けた。また、あいにく文部科学大臣とは日程が折り合わなかったが、12 月９日に

吉岡担当理事から大臣宛の要望書を文部科学事務次官に手渡し託すに至ったものである。関

係各位のご協力には深謝申し上げたい。 

 

連盟が平成 26 年度に実施した「第 14 回学生生活実態調査」における奨学金に関する設問

でも、返還義務があるために奨学金を利用しない学生が増加傾向にあることや、給付奨学金

を要望する学生が数多く存在していることが明確な数値として表われている（日本私立大学

連盟（2015）『私立大学学生生活白書 2015』参照）。先の国会で、文科相が給付奨学金の新

設に前向きな考えを示したことは記憶に新しいが（2016 年１月 18 日衆院予算委員会、

馳浩文科相発言）、本要望書がその実現への一助となれば、委員一同、望外の喜びである。 
 

学生委員会 奨学金等分科会 

分科会長 坂 本 雅 士 
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Ⅱ．平成 27 年度奨学金等調査結果の概要 

 

１．実施概要 

平成27年度調査は、平成26年度調査の基本方針（加盟大学の作業負担、経年変化による

分析の必要性等）を踏襲した。そのうえで、調査内容・項目について見直し作業を行い、

以下のとおりデータ設問を実施した。 

 

平成27年度奨学金等調査 実施概要 

 

Ⅰ．名称：平成27年度奨学金等調査 

Ⅱ．目的：加盟大学における奨学金等制度の実態、日本学生支援機構の奨学金 

受給状況を把握し、加盟各大学の学生経済援助施策の企画・立案に 

資するとともに、当連盟の各種事業活動に役立てる。 

Ⅲ．調査対象：加盟大学（121大学） 

Ⅳ．実施期間：平成27年８月21日（金）～９月25日（金） 

Ⅴ．回答方法：「Excelによるデータ回答」形式 

Ⅵ．調査項目・内容 

１．データ設問：平成26年度実績 

（１）学内奨学金等制度（学部学生） 

（２）学内奨学金等制度（大学院学生） 

（３）学内給費奨学金等制度（受入れ留学生） 

（４）日本学生支援機構奨学金に関する調査 

     

 

 

２．調査結果について 

  調査結果は、加盟大学（121大学）の「全体集計」と、加盟大学を学部学生数別に３つ

のグループに分類した「グループ別集計」とに分けて掲載している。 

  

  全 体 集 計（121大学） 

グループ１（学部学生数１万人以上：27大学） 

グループ２（学部学生数４千人以上１万人未満：36大学） 

グループ３（学部学生数４千人未満：58大学） 

 

※学部学生数は連盟「平成26年度学生・教職員数等調査」を参照した。 

 

グループ１（学部学生数１万人以上：27大学） 

no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名

1 青山学院大学 6 法政大学 11 慶應義塾大学 16 明治学院大学 21 龍谷大学 26 東洋大学

2 中京大学 7 上智大学 12 國學院大學 17 日本大学 22 専修大学 27 早稲田大学

3 中央大学 8 関西大学 13 駒澤大学 18 立教大学 23 東北学院大学

4 同志社大学 9 関西学院大学 14 京都産業大学 19 立正大学 24 東海大学

5 福岡大学 10 関東学院大学 15 明治大学 20 立命館大学 25 東京農業大学

(大学名ＡＢＣ順)
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グループ２（学部学生数４千人以上１万人未満：36大学） 

no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名

1 愛知大学 8 阪南大学 15 松山大学 22 日本女子大学 29 西南学院大学 36 東京経済大学

2 亜細亜大学 9 広島修道大学 16 桃山学院大学 23 大阪学院大学 30 芝浦工業大学

3 文教大学 10 城西大学 17 武蔵大学 24 追手門学院大学 31 昭和女子大学

4 獨協大学 11 城西国際大学 18 武蔵野大学 25 立命館アジア太平洋大学 32 創価大学

5 同志社女子大学 12 甲南大学 19 武蔵野美術大学 26 流通経済大学 33 大正大学

6 学習院大学 13 久留米大学 20 名古屋学院大学 27 成城大学 34 拓殖大学

7 白鷗大学 14 共立女子大学 21 南山大学 28 成蹊大学 35 東邦大学

(大学名ＡＢＣ順)

 

 

グループ３（学部学生数４千人未満：58大学） 

no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名 no 大学名

1 跡見学園女子大学 11 兵庫医科大学 21 皇學館大学 31 大阪女学院大学 41 園田学園女子大学 51 東洋英和女学院大学

2 梅花女子大学 12 兵庫医療大学 22 国際大学 32 大谷大学 42 天理大学 52 東洋学園大学

3 筑紫女学園大学 13 石巻専修大学 23 国際武道大学 33 流通科学大学 43 東北公益文科大学 53 豊田工業大学

4 獨協医科大学 14 実践女子大学 24 国際基督教大学 34 西武文理大学 44 常磐大学 54 津田塾大学

5 フェリス女学院大学 15 順天堂大学 25 京都精華大学 35 聖学院大学 45 東京医療保健大学 55 和光大学

6 福岡女学院大学 16 関東学園大学 26 京都橘大学 36 聖カタリナ大学 46 東京情報大学 56 山梨英和大学

7 福岡女学院看護大学 17 恵泉女学園大学 27 松山東雲女子大学 37 清泉女子大学 47 東京女子大学 57 四日市大学

8 学習院女子大学 18 敬和学園大学 28 宮城学院女子大学 38 聖心女子大学 48 東京女子医科大学 58 四日市看護医療大学

9 姫路獨協大学 19 神戸女学院大学 29 ノートルダム清心女子大学 39 仙台白百合女子大学 49 東京歯科大学

10 広島女学院大学 20 神戸海星女子学院大学 30 大阪医科大学 40 白百合女子大学 50 苫小牧駒澤大学

(大学名ＡＢＣ順)

 

※グループ構成について、平成26年度調査との変更点は以下の通り。 

グループ変更：跡見学園女子大学（グループ２→３） 

 

 

３．記載データ 
（１）集計表（全体集計）・・・10～11頁 

 ａ.「Ⅰ．学内奨学金支給実績総括表」 

    平成26年度学内奨学金等の分類別（Ａ～Ｉ）支給実績（学部・大学院学生別） 

ｂ.「学生１人あたり支給金額（全体集計）」 

平成26年度学内奨学金等の分類別（学部・大学院学生別）に、 

学生１人あたりの給費額（減免を含めた集計）・貸与額をグラフで表した。 

ｃ．「Ⅱ．日本学生支援機構奨学金総括表」 

    ①平成26年度新規採用実績 

②平成26年度「第二種奨学金（短期留学）」新規採用実績 

③奨学生総件数（平成27年３月１日） 

 

（２）集計表（グループ別集計）・・・12～17頁 

 

（３）学生１人あたり支給額のグループ比較・・・18頁 

学生１人あたりの給費額（減免を含めた集計）・貸与額を、平成26年度学内奨学金等の

分類別（学部・大学院学生別）にグラフで表し、給費・貸与ごとに、グループ間の比

較ができるようまとめた。 
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（４）学内奨学金等支給実績推移表・・・19頁 

全体集計のみ、平成22年度から平成26年度までの学内奨学金等の支給実績推移表を作

成した。 

グループ別は、連盟ホームページの加盟大学専用ページ内「データライブラリー」に

掲載している。 

 

（５）支給人数と１人あたり平均支給額の推移・・・20頁～23頁 

全体集計のみ、平成22年度から平成26年度までの学内奨学金等の支給人数の推移及び 

学生１人あたり平均支給額の推移をグラフで表した。 

 

【参考】学内奨学金等制度分類表 

＜学部学生・大学院学生＞ 

【別表１】

区分 定義 補足

Ａ 経済支援のための奨学金等
経済的理由により修学困難な学生を対象とする奨学金等（もっぱら学
費に充てることを前提にしたものであるが、教育ローンにかかる利子を
補助するものや入学時貸与奨学金、家賃補助等を含む）

奨学生の選考にあたり、経済的要因を学業成績に優先して選考す
る奨学金

Ｂ 家計急変や災害援助等のための奨学金等
家計支持者の失職・死亡等による家計急変や、火災・風水害・地震など
の自然災害により修学困難になった学生を対象とする奨学金等

家計急変や災害等を主たる事由として奨学生を選考する奨学金
等

B’
家計急変や災害援助等のための奨学金等【うち東日本大震
災、福島第一原子力発電所事故への対応】

分類Ｂのうち、平成23年３月に発生した東日本大震災および福島第一
原子力発電所事故により修学困難になった学生を対象とする奨学金等
（校友会等や教育後援会等からの寄付金収入等を原資とする被災学
生への見舞金を含む） ※上記「Ｂ」には含めず「Ｂ´」として回答ください。

Ｃ 学業成績優秀者を対象とした奨学金等 学業成績が特に優れた学生を対象とする奨学金等
奨学生の選考にあたり、学業成績を経済的要因に優先して選考す
る奨学金等

Ｄ 入試成績の優秀者を対象とした奨学金等
各種入学試験の合格者の中で、特に優れた成績を修めた学生を対象
とする奨学金等

奨学生の選考にあたり、入学試験成績を他の要件に優先して選考
する奨学金等

Ｅ
特定の試験・研修の受験・受講者を対象とする奨学金や、学術
褒賞・教育研究奨励を目的とする奨学金等

大学が指定・認定する国家試験・研修等への受験者・受講者、当該試
験の合格者、または大学内外において研究成果を認められた者に対し
て、その活動を支援するための奨学金等

特定試験の受験を条件とする奨学金、または学業面で特に優れた
成果をあげ学内外で表彰等を受けたことを選考の要件とする奨学
金等

Ｆ
スポーツ・文化・ボランティア活動の優秀者を対象とした奨学金
等

大学内外において、スポーツ・文化・ボランティア活動等の分野で顕著
な成果をあげ、または貢献をした学生を対象とする奨学金等

スポーツ、文化、ボランティア活動等において顕著な成果をあげ、
または貢献したことを、選考条件とする奨学金等

Ｇ 派遣留学生に関する奨学金等
海外の大学に交換留学生等として派遣される学生を対象とする奨学金
等（当該留学において取得した単位が認定されるものに限る）

留学生として派遣されることを要件とする奨学金等

そ
の
他

Ｈ その他の奨学金等 上記区分の「奨学型」と「育英型」のどちらにも該当しない奨学金等

（１）一つの制度に奨学と育英両方の基準があり、その基準別に対
象学生を人選し、奨学金を支給する場合は、同一の名称で奨学型
の分類と育英型の分類とに分けて回答してください。
（２）１人の学生に支給する奨学金で、奨学型と育英型両方の要因
が含まれる場合は、支給事由の強い方の区分からＡ～Ｇいずれか
の分類を選択してください。

４．奨学金や減免制度といった名称、支給業務の取扱部署、支給根拠規程等にかかわらず、表彰制度等による報奨金並びに商品券や図書券のように給費する金額が明確なものは奨学金として取り扱う（賞状や記念品
等のように、明確な金額が確定しないものは除く）。

奨
学
型

学内奨学金等制度分類表（学部学生・大学院学生）

【注】

分類

２．分類欄にある｢奨学金等｣には、奨学金および授業料等減免を含みます。

育
英
型

３．学生本人等の申請の必要がなく、かつ選考・審査等も行われないものについては除外する。
   （例：留年した学生に対して一律支給等するもの。当該大学または附属高校等からの進学者に対して一律支給・授業料等減免するもの等）

１．家計急変や災害援助等のための奨学金等のうち、東日本大震災および福島第一原子力発電所事故への対応については、「Ｂ」には含めず「Ｂ´」として回答ください。

 

＜受入れ留学生＞ 

【別表２】

定義 補足

Ｉ 受入れ留学生に関する奨学金等
受入れ留学生を対象とする奨学金等（入学金免除や奨励金、家賃補助、授業料減免
等を含む）

【注】

１．分類欄にある｢奨学金等｣には、奨学金および授業料等減免を含みます。

２．学生本人等の申請の必要がなく、かつ選考・審査等も行われないものについては除外する。
   （例：留年した学生に対して一律支給等するもの。当該大学または附属高校等からの進学者に対して一律支給・授業料等減免するもの等）

３．賞状や記念品などのように、明確な金額が確定しないものは除外する。商品券や図書券のように、給費する金額が明確なものは、奨学金として取り扱う。

学内奨学金等制度分類表（受入れ留学生）

分類
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支
給

人
数
と

1人
あ
た

り
平
均
支
給
額

の
推
移
（
平
成

26
年
度

学
内

奨
学

金
等

制
度

）

【
学

生
1
人

あ
た
り
平

均
支
給

額
（
千
円
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奨
学
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+
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+
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育
英
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+
D
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+
F
+G
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金

等
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数
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計
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変
・
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助

Ｂ
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計
急
変
・
災
害
援
助
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震
災
・
原
発
対
応
）
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.学

業
成
績
優
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D
.入

試
成
績
優
秀
者

E
.特

定
試
験
・
特
定
研
修
・
学
術
褒
章
・
教
育
奨
励

F
.ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
優
秀

G
.派

遣
留
学
生

H
.そ

の
他

平
成

2
2
年
度

平
成

2
3
年

度
平
成

2
4
年
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平
成

2
5
年
度

平
成

2
6
年
度

平
成
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度
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成
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)
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３
．
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体
12
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大
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院
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給
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給
人
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と
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た
り
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の
推
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平

成
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奨
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等
制
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+
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受
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+
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育
英
型

(C
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+
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そ
の
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(H
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受
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留
学
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(I
）

奨
学
型

(A
+
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+
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’ )
育
英
型
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+
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+
E
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+
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そ
の
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受
入
留
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奨
学
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+
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+
B

’ )
育
英
型
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+
D

+
E
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+
G
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そ
の
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受
入
留
学
生

(I
）

【
学

内
奨

学
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等
支

給
人
数

（人
）】

A
.経

済
支

援

Ｂ
.家

計
急

変
・
災

害
援

助

Ｂ
'.家

計
急

変
・
災

害
援

助
（
震

災
・
原

発
対

応
）

C
.学

業
成

績
優

秀

D
.入

試
成

績
優

秀
者

E
.特

定
試

験
・
特

定
研

修
・
学

術
褒

章
・
教

育
奨

励

F
.ス

ポ
ー

ツ
・
文

化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
優

秀

G
.派

遣
留

学
生

H
.そ
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他
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)
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)
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G
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G
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G
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)
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0
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.

C
.

D
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H
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平
成
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平
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年
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平
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平
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平
成
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度

平
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度
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千
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ボ
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+
B

+
B

’
)

育
英
型

(C
+
D

+
E
+
F
+G

)
そ
の

他
(H

)

(1
,2

1
4
)

(1
,0

8
8
)

(7
0
9
)

(5
8
5
)

(4
6
9
)

B
.(
4
)

B
.(
1
)

B
.(
0
)

B
.(
3
)

B
.(
0
)

B
'.(

1
)

B
'.(

2
9
)

B
'.(

1
)

B
'.(

0
)

C
.(
3
2
)

(3
5
)

(5
0
)

(1
0
)

C
.(
1
2
)

D
.(
0
)

D
.(
0
)

D
.(
0
)

D
.(
1
4
)

D
.(
1
4
)

E
.(
3
)

E
.(
3
)

E
.(
4
)

E
.(
3
)

E
.(
3
)

F
.(
0
)

F
.(
0
)

F
.(
0
)

F
.(
0
)

F
.(
0
)

G
.(
0
)

G
.(
1
)

G
.(
1
)

G
.(
0
)

G
.(
0
)

(1
6
3
)

(7
9
)

(5
6
)

(4
4
)

(1
8
)

0

4
0
0

8
0
0

1
,2

0
0

1
,6

0
0

平
成

2
2
年

度
平

成
2
3
年

度
平

成
2
4
年

度
平

成
2
5
年

度
平
成

2
6
年
度

平
成

2
2
年
度

平
成

2
3
年
度

平
成

2
4
年
度

平
成

2
5
年
度

平
成

2
6
年
度

（
人
）

（
千

円
）

A
.

H
.

23







※
平
成

2
6
年
度
奨
学
金
等
調
査
か
ら
の
変
更
点
は
赤
字
表
示
し
て
い
ま
す
。
 

1 
 

 

平
成
２
７
年
度
奨
学
金
等
調
査
（
平
成
２
６
年
度
実
績
）
実
施
要
項
 

 

一
般
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟
 

学
生

委
員

会
 

Ⅰ
 
調
査
実
施
の
目
的
 

こ
の
調
査
は
、
加
盟
大
学
に
お
け
る
奨
学
金
等
制
度
の
実
態
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
受
給
状
況
を
把
握
し
、

加
盟
各
大
学
の
学
生
経
済
援
助
施
策
の
企
画
・
立
案
に
資
す
る
と
と
も
に
、
当
連
盟
の
各
種
事
業
活
動
に
役
立
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

 Ⅱ
 
調
査
内
容
 

デ
ー
タ
設
問

 

【
学
内
奨
学
金
等
制
度
に
関
す
る
調
査
】
 

・
各
大
学
に
お
け
る
学
内
奨
学
金
等
制
度
に
よ
る
奨
学
金
等
の
平
成
２
６
年
度
の
支
給
実
績
に
つ
い
て
調
査
す
る
も

の
で
す
。
な
お
、
特
待
生
制
度
を
含
む
授
業
料
等
の
減
免
制
度
も
調
査
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

【
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
に
関
す
る
調
査
】
 

・
各
大
学
に
お
け
る
平
成
２
６
年
度
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
新
規
採
用
実
績
及
び
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
生

総
件
数
（
新
規
及
び
継
続
合
計
）
に
つ
い
て
調
査
す
る
も
の
で
す
。
 

テ
ー
マ
設
問

 

・
今
年
度
は
テ
ー
マ
設
問
を
実
施
し
ま
せ
ん
。
 

 Ⅲ
 
実
施
期
間
 

平
成
２
７
年
８
月
２
１
日
（
金
）
～
９
月
２
５
日
（
金
）
 

 Ⅳ
 
問
い
合
わ
せ
 

【
こ
の
調
査
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】
 

 
 
一
般
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟
 
教
学
支
援
担
当
（
千
葉
、
高
橋
、
加
賀
崎
、
相
坂
）
 

 
 
 
 
電
 
話
：
03
－
32
62
－
36
03
（
直
通
）
 
 
メ
ー
ル
：
ky
og
ak
u@
sh
id
ai
re
n.
or
.j
p 

 
【
調
査
回
答
用
Ｈ
Ｐ
（
ロ
グ
イ
ン
後
）
の
動
作
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】
 

 
 
株
式
会
社
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
（
企
画
室
：
櫻
井
、
觜

本
は
し
も
と

）
 

 
 
 
 
電
 
話
：
03
－
62
26
－
61
51
 
 
 
 
 
 
メ
ー
ル
：
sh
og
ak
u@
wa
ve
lt
d.
co
.j
p 
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※
平
成

2
6
年
度
奨
学
金
等
調
査
か
ら
の
変
更
点
は
赤
字
表
示
し
て
い
ま
す
。
 

2 
 

 [
回
答
方
法
] 

 
調
査
は
、
下
記

UR
L
に
ア
ク
セ
ス
の
上
、
各
大
学
用
回
答
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
回
答
い
た

だ
き
ま
す
。
 

ht
tp
s:
//
ww
w.
wa
ve
lt
d.
co
.j
p/
sh
id
ai
re
n/
sh
og
ak
uk
in
/i
nd
ex
.c
gi
 

 【
留
意
点
】
 

  

【
回
答
イ
メ
ー
ジ
】
 

            

デ
ー
タ
送
付
先
：
sh
og
ak
u@
sh
id
ai
re
n.
or
.j
p 

 

    

[調
査
結
果
の
公
表
に
つ
い
て
] 

調
査
結
果
は
、
加
盟

12
1
大
学
の
全
体
集
計
等
を
「
平
成
２
７
年
度
奨
学
金
等
分
科
会
報
告
書
」
に
と
り
ま
と
め
、

連
盟

we
b
サ
イ
ト
で
公
表
し
ま
す
。
 

基
礎
デ
ー
タ
で
あ
る
個
別
大
学
の
デ
ー
タ
は
、
加
盟
大
学
間
で
の
情
報
共
有
お
よ
び
各
大
学
で
の
制
度
運
用
の
参
考

に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
連
盟

we
b
サ
イ
ト
「
デ
ー
タ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
、
加
盟
大
学
教
職
員
の
皆

様
に
の
み
公
表
し
ま
す
。
本
連
盟
が
個
別
大
学
の
数
値
を
加
盟
大
学
以
外
に
公
表
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
過
去

の
調
査
結
果
も
「
デ
ー
タ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
「
デ
ー
タ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
へ
ア
ク
セ

ス
す
る
に
は
、
予
め
利
用
申
請
が
必
要
で
す
。
）
 

  

 
・
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
、
８
月
２
１
日
（
金
）
か
ら
可
能
と
な
り
ま
す
。
 

 
・
１
大
学
１
回
答
の
み
有
効
と
な
り
ま
す
。
 

 
・
奨
学
金
部
門
責
任
者
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
方
が
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
 

 
・
ご
回
答
に
際
し
て
は
、
大
学
ご
と
の
Ｉ
Ｄ
並
び
に
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
貴
大
学
の
Ｉ
Ｄ
並
び
に
パ

ス
ワ
ー
ド
は
、
会
員
代
表
者
宛
に
通
知
し
て
お
り
ま
す
。
 

調
査
回
答
用
Ｈ
Ｐ
（
ht
tp
s:
//
ww
w.
wa
ve
lt
d.
co
.j
p/
sh
id
ai
re
n/
sh
og
ak
uk
in
/i
nd
ex
.c
gi
）
 

 

デ
ー
タ
設
問
：
調
査
票
（
ｴｸ
ｾﾙ
ﾌｧ
ｲﾙ
）
を
ﾀﾞ
ｳﾝ
ﾛｰ
ﾄﾞ

デ
ー
タ
設
問
：
回
答

デ
ー
タ
設
問
：
E-
ma
il

で
デ
ー
タ
送
信

集
計
・
分
析
業
者
へ

(ｴ
ﾙ

)

26



※
平
成

2
6
年
度
奨
学
金
等
調
査
か
ら
の
変
更
点
は
赤
字
表
示
し
て
い
ま
す
。
 

3 
 

[デ
ー
タ
設
問
の
記
入
要
項
] 

各
調
査
票
の
記
入
方
法
、
回
答
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
な
ど
を
ま
と
め
て
い
ま
す
の
で
、
回
答
前
に
ご
一
読
い
た
だ

き
、
そ
の
上
で
各
調
査
票
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
 

 【
各
調
査
票
－
共
通
事
項
】
 

                    

 １
．
調
査
票
は
下
記

UR
L
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ht
tp
s:
//
ww
w.
wa
ve
lt
d.
co
.j
p/
sh
id
ai
re
n/
sh
og
ak
uk
in
/i
nd
ex
.c
gi
 

  
※
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
際
し
て
は
、
大
学
ご
と
の
Ｉ
Ｄ
並
び
に
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
貴
大
学
の
Ｉ
Ｄ

並
び
に
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
会
員
代
表
者
宛
に
通
知
し
て
お
り
ま
す
。
 

 ２
．
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
調
査
票
（
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
）
に
は
５
種
類
の
シ
ー
ト
が
入
っ
て
い
ま
す
。
 

【
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
内
の
シ
ー
ト
】
 

・
平
成
２
７
年
度
奨
学
金
等
調
査
 事

務
連
絡
者
名
簿
 

・
Ⅰ
①
学
内
奨
学
金
等
制
度
（
学
部
学
生
）
 

・
Ⅰ
②
学
内
奨
学
金
等
制
度
（
大
学
院
学
生
）
 

・
Ⅰ
③
学
内
給
費
奨
学
金
等
制
度
（
受
入
れ
留
学
生
）
 

・
Ⅱ
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
に
関
す
る
調
査
 

※
前
回
（
平
成
２
６
年
度
）
調
査
に
ご
回
答
い
た
だ
い
た
大
学
様
へ
 

エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
内
の
シ
ー
ト
に
は
平
成
２
６
年
度
調
査
の
デ
ー
タ
（
平
成
２
５
年
度
実
績
）
が
入
力

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
本
年
度
（
平
成
２
６
年
度
実
績
）
に
修
正
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
今
回
初
め
て
ご
回
答
い
た
だ
く
大
学
様
へ
 

平
成
２
５
年
度
調
査
の
デ
ー
タ
（
平
成
２
４
年
度
実
績
）
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
本
年
度
（
平
成
２
５
年

度
実
績
）
に
新
た
に
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 ３
．
入
力
終
了
後
、
保
存
の
上
、
下
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
添
付
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
デ
ー
タ
を
保
存

の
際
、
フ
ァ
イ
ル
名
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
際
の
フ
ァ
イ
ル
名
[2
7s
ho
ga
ku
ki
n_
da
ta
XX
X（

3
桁
の
数
字
）
.x
ls
]

と
し
、
変
更
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

 
 
 

デ
ー
タ
送
信
先
：
sh
og
ak
u@
sh
id
ai
re
n.
or
.j
p
 

 ４
．
金
額
を
入
力
す
る
回
答
欄
に
は
、
「
千
円
単
位
」
で
入
力
し
て
く
だ
さ
い
（
た
と
え
ば
、
15
0,
50
0
円
は
百
円

の
位
を
切
り
捨
て
て
「
15
0」

[千
円
]と

な
り
ま
す
）
。
 

 ５
．
予
め
用
意
し
て
あ
る
調
査
票
の
行
数
で
回
答
が
収
ま
ら
な
い
場
合
に
は
、
エ
ク
セ
ル
の
「
編
集
」
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
「
シ
ー
ト
の
コ
ピ
ー
」
を
し
て
、
シ
ー
ト
を
複
数
枚
に
分
け
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
 

 ６
．
「
平
成
２
７
年
度
事
務
連
絡
者
名
簿
」
に
は
、
す
べ
て
の
項
目
に
つ
き
ま
し
て
、
必
ず
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ご
回
答
内
容
に
つ
い
て
、
問
い
合
わ
せ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
。
 

 

(ｴ
ﾙ

) 

※
平
成

2
6
年
度
奨
学
金
等
調
査
か
ら
の
変
更
点
は
赤
字
表
示
し
て
い
ま
す
。
 

4 
 

[本
調
査
に
お
け
る
用
語
の
定
義
] 

 

                               

         

 

  

 【
学
内
奨
学
金
等
制
度
の
定
義
】
 

学
内
奨
学
金
等
と
は
、
学
校
法
人
の
会
計
を
通
し
て
、
正
規
学
生
に
給
費
あ
る
い
は
貸
与
さ
れ
る
奨
学
金
の
ほ

か
、
授
業
料
等
の
減
免
を
含
み
ま
す
。
 

１
. 
奨
学
金
の
原
資
は
、
奨
学
基
金
の
運
用
に
よ
り
生
ず
る
収
入
で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
い
ま
せ
ん
（
い
わ
ゆ
る

経
常
費
収
入
を
原
資
と
す
る
も
の
を
含
み
ま
す
）
。
 

２
. 
学
内
奨
学
金
に
は
、
篤
志
家
が
学
校
法
人
に
指
定
寄
付
を
行
っ
た
基
金
を
原
資
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
冠
」
奨

学
金
を
含
み
ま
す
。
そ
の
基
金
を
永
続
的
に
維
持
す
る
か
ど
う
か
は
問
い
ま
せ
ん
。
 

３
. 
校
友
会
等
や
教
育
後
援
会
等
か
ら
の
寄
付
金
収
入
を
原
資
と
す
る
奨
学
金
も
含
み
ま
す
。
 

４
. 
教
育
ロ
ー
ン
等
で
原
資
が
学
校
法
人
以
外
の
金
融
機
関
等
で
あ
る
も
の
は
含
み
ま
せ
ん
。
 

５
. 
教
育
ロ
ー
ン
の
利
子
補
給
を
奨
学
金
と
し
て
経
常
費
等
で
行
っ
た
場
合
は
、
利
子
部
分
の
み
を
学
内
奨
学
金

と
し
て
く
だ
さ
い
。
 

６
. 
一
時
預
り
金
等
、
学
校
法
人
の
会
計
を
通
る
も
の
で
も
、
そ
れ
が
真
に
一
時
的
・
名
目
的
な
も
の
で
あ
っ
て

す
ぐ
に
奨
学
生
に
支
払
う
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
含
み
ま
せ
ん
（
例
え
ば
財
団
な
ど
の
奨
学
金
で
一
旦
大
学

が
収
納
し
て
、
改
め
て
奨
学
生
に
支
払
う
ケ
ー
ス
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
）
。
 

７
. 
正
規
学
生
を
調
査
対
象
と
し
ま
す
。
別
科
生
、
科
目
等
履
修
生
に
つ
い
て
は
調
査
の
対
象
に
は
含
み
ま
せ
ん
。

 【
給
費
（
給
付
・
給
与
）
奨
学
金
、
貸
与
（
貸
費
）
奨
学
金
、
授
業
料
等
減
免
の
定
義
】
 

   

  

 

   例
）
授
業
料
が

10
0
万
円
の
場
合
 

・
授
業
料

10
0
万
円
が
納
入
さ
れ
た
後
、
50

万
円
を
給
付
す
る
 
 
⇒
 
給
費
奨
学
金
に
該
当
 

・
授
業
料

10
0
万
円
が
納
入
さ
れ
た
後
、
50

万
円
を
貸
し
付
け
る
 
⇒
 
貸
与
奨
学
金
に
該
当
 

・
授
業
料
等
を
免
除
も
し
く
は
予
め
減
額
さ
れ
た
金
額
を
納
入
す
る
場
合
 
⇒
 
授
業
料
等
減
免
に
該
当
 

 【
対
象
と
な
る
奨
学
基
金
の
定
義
】
 

 
 
こ
の
調
査
で
は
、
第
３
号
基
本
金
引
当
資
産
の
う
ち
、
寄
付
者
の
意
思
又
は
学
校
法
人
独
自
で
設
定
し
た
奨

学
基
金
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

基
本
金
と
は
、
「
学
校
法
人
が
、
そ
の
諸
活
動
の
計
画
に
基
づ
き
必
要
な
資
産
を
継
続
的
に
保
持
す
る
た
め

に
維
持
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
そ
の
帰
属
収
入
の
う
ち
か
ら
組
み
入
れ
た
金
額
」
を
い
い
ま
す
（
学
校
法
人
会

計
基
準
第

29
条
）
。
 

 
 
そ
の
基
本
金
は
、
第
１
号
基
本
金
か
ら
第
４
号
基
本
金
ま
で
あ
り
、
第
３
号
基
本
金
は
、
（
奨
学
基
金
、
研

究
基
金
、
国
際
交
流
）
「
基
金
と
し
て
継
続
的
に
保
持
し
、
か
つ
、
運
用
す
る
金
銭
そ
の
他
の
資
産
の
額
」
に

相
当
す
る
金
額
を
組
み
入
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
同
基
準
第

30
条
第
１
項
第
３
号
）
。
 

第
３
号
基
本
金
の
対
象
と
な
る
資
産
に
は
、
元
本
を
継
続
的
に
保
持
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
果
実
を

教
育
研
究
活
動
に
使
用
す
る
た
め
に
、
寄
付
者
の
意
思
又
は
学
校
法
人
独
自
で
設
定
し
た
奨
学
基
金
、
研
究
基

金
、
海
外
交
流
基
金
等
が
該
当
し
、
こ
れ
ら
が
第
３
号
基
本
金
引
当
資
産
と
な
り
ま
す
（
第
３
号
基
本
金
引
当

資
産
は
、
通
常
「
○
○
特
定
資
産
」
と
表
示
さ
れ
ま
す
）
。
 

奨
学
金
等

奨
学
金
 

授
業
料
等
減
免
 

給
費
奨
学
金
 

＝
返
還
を
要
さ
な
い
 

貸
与
奨
学
金
 

＝
返
還
を
要
す
る
 

※
「
授
業
料
等
」
に
は
以
下
を
含
み
ま
す
。
 

入
学
金
／
授
業

料
／
施
設
設
備

費
／
実
験
・
実

習
・

体
育
費
／
教
育
充
実
費
特
別
納
付
金
／
維
持
費
他
 

※
学
籍
上
の
休

学
に
よ
る
授
業

料
等
の
減
免
は

対
象

と
し
ま
せ
ん
。
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※
平
成

2
6
年
度
奨
学
金
等
調
査
か
ら
の
変
更
点
は
赤
字
表
示
し
て
い
ま
す
。
 

5 
 

[調
査
票
入
力
項
目
の
説
明
] 

Ⅰ
 
学
内
奨
学
金
等
制
度
に
関
す
る
調
査
 

 １
．
「
①
学
内
奨
学
金
等
制
度
（
学
部
学
生
）
－
平
成
２
６
年
度
実
績
－
」
及
び
「
②
学
内
奨
学
金
制
度
（
大
学
院
学

生
）
－
平
成
２
６
年
度
実
績
－
」
に
つ
い
て
 

 （
１
）
「
名
称
」
 

当
該
奨
学
金
等
制
度
の
名
称
（
正
式
名
称
が
な
い
場
合
に
は
、
学
内
で
学
生
に
周
知
し
て
い
る
名
称
）
を
入

力
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
１
 
当
該
奨
学
金
等
制
度
が
同
一
の
名
称
で
給
費
・
貸
与
の
両
方
を
含
ん
で
い
る
と
き
に
は
、
「
○
○
奨

学
金
（
給
費
）
」
、
「
○
○
奨
学
金
（
貸
与
）
」
と
し
て
、
分
け
て
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
（
【
記
入

例
１
】
参
照
）
 

 【
記
入
例
１
】
 

Ⅰ
 
学

内
奨

学
金

等
制

度
に

関
す

る
調

査

①
　

学
内

奨
学

金
等

制
度

（
学

部
学

生
）
－

平
成

２
６

年
度

実
績

－

（
金

額
単

位
：
千

円
）

人
数

年
間

給
費

額
人

数
年

間
貸

与
額

人
数

年
間

減
免

額

1
○

○
大

学
奨

学
金

(給
費

)
継

続
A

○
1
年

間
1
0
0

8
0
,0

0
0
千

円

2
○

○
大

学
奨

学
金

(貸
与

)
継

続
A

×
1
年

間
1
0
0

7
,0

0
0
千

円

3
○

○
大

学
学

業
奨

励
奨

学
金

新
設

C
×

1
年

間
1
0

9
,6

0
0
千

円

4 5

大
学

名

減
　

　
　

　
免

学
内

奨
学

金
等

制
度

平
成

２
６
年

度
支

給
実

績

名
　

　
称

分
類

（
Ａ

～
Ｈ

）

基
金

の
有

無
支

給
期

間

（
給

費
・
貸

与
）

給
　

　
　

費
継

続
状

況
貸

　
　

　
　

与

 

※
２
 
大
学
院
学
生
に
対
す
る
当
該
奨
学
金
等
制
度
に
お
い
て
、
支
給
対
象
と
な
る
課
程
が
二
つ
以
上
あ

る
と
き
に
は
、
同
一
の
名
称
で
支
給
対
象
と
な
る
課
程
ご
と
に
分
け
て
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
（
【
記

入
例
２
】
参
照
）
 

 【
記
入
例
２
】
 

Ⅰ
 
学

内
奨

学
金

等
制

度
に

関
す

る
調

査

②
　

学
内

奨
学

金
等

制
度

（
大

学
院

学
生

）
－

平
成

２
６

年
度

実
績

－

（
金

額
単

位
：
千

円
）

人
数

年
間

給
費

額
人

数
年

間
貸

与
額

人
数

年
間

減
免

額

1
大

学
院

給
付

奨
学

金
継

続
法

科
大

学
院

C
○

２
年

間
ま

た
は

3
年

間
5

5
,0

0
0
千

円

2
大

学
院

給
付

奨
学

金
新

設
専

門
職

大
学

院
（
法

科
大

学
院

を
除

く
）

C
○

2
年

間
5

5
,0

0
0
千

円

3
大

学
院

給
付

奨
学

金
継

続
修

士
課

程
（
専

門
職

大
学

院
を

除
く

）
C

○
2
年

間
5

3
,0

0
0
千

円

4
大

学
院

給
付

奨
学

金
継

続
博

士
後

期
課

程
C

○
3
年

間
5

3
,0

0
0
千

円

5
大

学
院

給
付

奨
学

金
継

続
博

士
（
医

･歯
･薬

･獣
医

）

課
程

C
○

3
年

間
5

3
,0

0
0
千

円

6 7

大
学

名

減
　

　
　

　
免

学
内

奨
学

金
等

制
度

平
成

２
６
年

度
支

給
実

績

名
　

　
称

分
類

（
Ａ

～
Ｈ

）

基
金

の
有

無
支

給
期

間

（
給

費
・
貸

与
）

給
　

　
　

費
支

給
対

象

（
給

費
・
貸

与
）

継
続

状
況

貸
　

　
　

　
与

 
 

●
こ
の
調
査
は
、
貴
大
学
に
お
け
る
学
内
奨
学
金
等
制
度
に
よ
る
奨
学
金
等
の
平
成
２
６
年
度
の
支
給
実
績
に
つ

い
て
調
査
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
特
待
生
制
度
を
含
む
授
業
料
減
免
制
度
、
学
費
免
除
制
度
も
調
査
対
象
と
な

り
ま
す
。
 

※
平
成

2
6
年
度
奨
学
金
等
調
査
か
ら
の
変
更
点
は
赤
字
表
示
し
て
い
ま
す
。
 

6 
  （
２
）
「
継
続
状
況
」
 

 
 
 
 
当
該
奨
学
金
等
制
度
に
つ
い
て
「
継
続
」
「
新
設
」
い
ず
れ
か
を
、
プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
選
択
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

 

（
３
）
「
②
学
内
奨
学
金
等
制
度
（
大
学
院
学
生
）
－
平
成
２
６
年
度
実
績
－
」
調
査
票
の
「
支
給
対
象
（
給
費
・
貸

与
）
」
 

当
該
奨
学
金
等
制
度
の
支
給
対
象
と
な
る
課
程
を
「
修
士
課
程
（
専
門
職
大
学
院
を
除
く
）
」
「
専
門
職
大

学
院
（
法
科
大
学
院
を
除
く
）
」
「
法
科
大
学
院
」
「
博
士
後
期
課
程
」
「
博
士
（
医
･歯

･薬
･獣

医
）
課
程
」

の
中
か
ら
、
プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
 
な
お
、
博
士
前
期
課
程
は
「
修
士
課
程
（
専
門
職
大
学
院
を
除
く
）
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

（
４
）
「
分
類
（
Ａ
～
Ｈ
）
」
 

下
表
の
[学

内
奨
学
金
等
制
度
分
類
表
（
学
部
学
生
・
大
学
院
学
生
）
]か

ら
、
Ａ
～
Ｈ
の
う
ち
一
つ
を
選
び
、

該
当
す
る
分
類
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
 
当
該
奨
学
金
等
制
度
に
お
い
て
分
類
が
二
つ
以
上
該
当
す
る
と
き
は
、
同
一
の
名
称
で
分
類
ご
と
に
分
け
 

て
入
力
し
、
切
り
分
け
ら
れ
な
い
場
合
の
み
、
「
Ｈ
（
そ
の
他
の
奨
学
金
）
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 [
学
内
奨
学
金
等
制
度
分
類
表
（
学
部
学
生
・
大
学
院
学
生
）
]（

※
拡
大
版
は
、
11
頁
の
【
別
表
１
】
を
参
照
く
だ
さ
い
。
）
 

【
別

表
１

】

区
分

定
義

補
足

Ａ
経

済
支

援
の

た
め

の
奨

学
金

等
経

済
的

理
由

に
よ

り
修

学
困

難
な

学
生

を
対

象
と

す
る

奨
学

金
等

（
も

っ
ぱ

ら
学

費
に

充
て

る
こ

と
を

前
提

に
し

た
も

の
で

あ
る

が
、

教
育

ロ
ー

ン
に

か
か

る
利

子
を

補
助

す
る

も
の

や
入

学
時

貸
与

奨
学

金
、

家
賃

補
助

等
を

含
む

）

奨
学

生
の

選
考

に
あ

た
り

、
経

済
的

要
因

を
学

業
成

績
に

優
先

し
て

選
考

す
る

奨
学

金

Ｂ
家

計
急

変
や

災
害

援
助

等
の

た
め

の
奨

学
金

等
家

計
支

持
者

の
失

職
・
死

亡
等

に
よ

る
家

計
急

変
や

、
火

災
・
風

水
害

・
地

震
な

ど
の

自
然

災
害

に
よ

り
修

学
困

難
に

な
っ

た
学

生
を

対
象

と
す

る
奨

学
金

等
家

計
急

変
や

災
害

等
を

主
た

る
事

由
と

し
て

奨
学

生
を

選
考

す
る

奨
学

金
等

B
’

家
計

急
変

や
災

害
援

助
等

の
た

め
の

奨
学

金
等

【う
ち

東
日

本
大

震
災

、
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
事

故
へ

の
対

応
】

分
類

Ｂ
の

う
ち

、
平

成
2
3年

３
月

に
発

生
し

た
東

日
本

大
震

災
お

よ
び

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

に
よ

り
修

学
困

難
に

な
っ

た
学

生
を

対
象

と
す

る
奨

学
金

等
（
校

友
会

等
や

教
育

後
援

会
等

か
ら

の
寄

付
金

収
入

等
を

原
資

と
す

る
被

災
学

生
へ

の
見

舞
金

を
含

む
）

※
上

記
「Ｂ

」
に

は
含

め
ず

「
Ｂ

´」
と

し
て

回
答

く
だ

さ
い

。

Ｃ
学

業
成

績
優

秀
者

を
対

象
と

し
た

奨
学

金
等

学
業

成
績

が
特

に
優

れ
た

学
生

を
対

象
と

す
る

奨
学

金
等

奨
学

生
の

選
考

に
あ

た
り

、
学

業
成

績
を

経
済

的
要

因
に

優
先

し
て

選
考

す
る

奨
学

金
等

Ｄ
入

試
成

績
の

優
秀

者
を

対
象

と
し

た
奨

学
金

等
各

種
入

学
試

験
の

合
格

者
の

中
で

、
特

に
優

れ
た

成
績

を
修

め
た

学
生

を
対

象
と

す
る

奨
学

金
等

奨
学

生
の

選
考

に
あ

た
り

、
入

学
試

験
成

績
を

他
の

要
件

に
優

先
し

て
選

考
す

る
奨

学
金

等

Ｅ
特

定
の

試
験

・研
修

の
受

験
・
受

講
者

を
対

象
と

す
る

奨
学

金
や

、
学

術
褒

賞
・
教

育
研

究
奨

励
を

目
的

と
す

る
奨

学
金

等

大
学

が
指

定
・
認

定
す

る
国

家
試

験
・
研

修
等

へ
の

受
験

者
・
受

講
者

、
当

該
試

験
の

合
格

者
、

ま
た

は
大

学
内

外
に

お
い

て
研

究
成

果
を

認
め

ら
れ

た
者

に
対

し
て

、
そ

の
活

動
を

支
援

す
る

た
め

の
奨

学
金

等

特
定

試
験

の
受

験
を

条
件

と
す

る
奨

学
金

、
ま

た
は

学
業

面
で

特
に

優
れ

た
成

果
を

あ
げ

学
内

外
で

表
彰

等
を

受
け

た
こ

と
を

選
考

の
要

件
と

す
る

奨
学

金
等

Ｆ
ス

ポ
ー

ツ
・
文

化
・ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

優
秀

者
を

対
象

と
し

た
奨

学
金

等
大

学
内

外
に

お
い

て
、

ス
ポ

ー
ツ

・文
化

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
等

の
分

野
で

顕
著

な
成

果
を

あ
げ

、
ま

た
は

貢
献

を
し

た
学

生
を

対
象

と
す

る
奨

学
金

等
ス

ポ
ー

ツ
、

文
化

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
等

に
お

い
て

顕
著

な
成

果
を

あ
げ

、
ま

た
は

貢
献

し
た

こ
と

を
、

選
考

条
件

と
す

る
奨

学
金

等

Ｇ
派

遣
留

学
生

に
関

す
る

奨
学

金
等

海
外

の
大

学
に

交
換

留
学

生
等

と
し

て
派

遣
さ

れ
る

学
生

を
対

象
と

す
る

奨
学

金
等

（
当

該
留

学
に

お
い

て
取

得
し

た
単

位
が

認
定

さ
れ

る
も

の
に

限
る

）
留

学
生

と
し

て
派

遣
さ

れ
る

こ
と

を
要

件
と

す
る

奨
学

金
等

そ の 他
Ｈ

そ
の

他
の

奨
学

金
等

上
記

区
分

の
「
奨

学
型

」と
「
育

英
型

」
の

ど
ち

ら
に

も
該

当
し

な
い

奨
学

金
等

（１
）一

つ
の

制
度

に
奨

学
と

育
英

両
方

の
基

準
が

あ
り

、
そ

の
基

準
別

に
対

象
学

生
を

人
選

し
、

奨
学

金
を

支
給

す
る

場
合

は
、

同
一

の
名

称
で

奨
学

型
の

分
類

と
育

英
型

の
分

類
と

に
分

け
て

回
答

し
て

く
だ

さ
い

。
（２

）１
人

の
学

生
に

支
給

す
る

奨
学

金
で

、
奨

学
型

と
育

英
型

両
方

の
要

因
が

含
ま

れ
る

場
合

は
、

支
給

事
由

の
強

い
方

の
区

分
か

ら
Ａ

～
Ｇ

い
ず

れ
か

の
分

類
を

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。

４
．

奨
学

金
や

減
免

制
度

と
い

っ
た

名
称

、
支

給
業

務
の

取
扱

部
署

、
支

給
根

拠
規

程
等

に
か

か
わ

ら
ず

、
表

彰
制

度
等

に
よ

る
報

奨
金

並
び

に
商

品
券

や
図

書
券

の
よ

う
に

給
費

す
る

金
額

が
明

確
な

も
の

は
奨

学
金

と
し

て
取

り
扱

う
（
賞

状
や

記
念

品
等

の
よ

う
に

、
明

確
な

金
額

が
確

定
し

な
い

も
の

は
除

く
）
。

奨 学 型

学
内

奨
学

金
等

制
度

分
類

表
（
学

部
学

生
・
大

学
院

学
生

）

【
注

】

分
類

２
．

分
類

欄
に

あ
る

｢奨
学

金
等

｣に
は

、
奨

学
金

お
よ

び
授

業
料

等
減

免
を

含
み

ま
す

。

育 英 型

３
．

学
生

本
人

等
の

申
請

の
必

要
が

な
く
、

か
つ

選
考

・審
査

等
も

行
わ

れ
な

い
も

の
に

つ
い

て
は

除
外

す
る

。
  
 （

例
：
留

年
し

た
学

生
に

対
し

て
一

律
支

給
等

す
る

も
の

。
当

該
大

学
ま

た
は

附
属

高
校

等
か

ら
の

進
学

者
に

対
し

て
一

律
支

給
・
授

業
料

等
減

免
す

る
も

の
等

）

１
．

家
計

急
変

や
災

害
援

助
等

の
た

め
の

奨
学

金
等

の
う

ち
、

東
日

本
大

震
災

お
よ

び
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
事

故
へ

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
「
Ｂ

」に
は

含
め

ず
「Ｂ

´
」
と

し
て

回
答

く
だ

さ
い

。

 

 （
５
）
「
基
金
の
有
無
」
 

当
該
奨
学
金
等
の
原
資
の
全
部
あ
る
い
は
一
部
が
、
奨
学
基
金
（
第
３
号
基
本
金
引
当
資
産
）
の
果
実
で
あ

る
場
合
は
「
○
」
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
「
×
」
を
プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 （
６
）
「
支
給
期
間
（
給
費
・
貸
与
）
」
 

当
該
奨
学
金
等
制
度
に
よ
っ
て
給
費
・
貸
与
さ
れ
る
期
間
（
減
免
の
場
合
は
減
免
期
間
）
を
入
力
し
て
く
だ

さ
い
。
た
と
え
ば
「
○
年
間
」
「
最
短
修
業
年
限
」
「
２
年
間
ま
た
は
３
年
間
」
な
ど
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
 
各
種
奨
励
賞
の
よ
う
な
性
格
で
奨
励
金
と
し
て
一
時
金
を
支
給
す
る
制
度
等
に
つ
い
て
は
、
「
１
回
」
と

入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
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※
平
成

2
6
年
度
奨
学
金
等
調
査
か
ら
の
変
更
点
は
赤
字
表
示
し
て
い
ま
す
。
 

7 
 （
７
）
「
平
成
２
６
年
度
支
給
実
績
」
 

当
該
奨
学
金
等
制
度
が
給
費
制
度
で
あ
れ
ば
「
平
成
２
６
年
度
支
給
実
績
」
の
「
給
費
」
欄
の
「
人
数
」
及

び
「
年
間
給
費
額
」
に
、
貸
与
制
度
で
あ
れ
ば
「
貸
与
」
欄
の
「
人
数
」
及
び
「
年
間
貸
与
額
」
に
、
減
免
制

度
で
あ
れ
ば
「
減
免
」
欄
の
「
人
数
」
及
び
「
年
間
減
免
額
」
に
平
成
２
６
年
度
実
績
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
１
 
制
度
は
存
在
す
る
が
、
平
成
２
６
年
度
に
支
給
実
績
が
な
い
場
合
は
「
学
内
奨
学
金
制
度
」
の
各
欄
に

入
力
の
上
、
当
該
奨
学
金
等
制
度
が
給
費
制
度
で
あ
れ
ば
「
給
費
」
、
貸
与
制
度
で
あ
れ
ば
「
貸
与
」
、

減
免
制
度
で
あ
れ
ば
「
減
免
」
の
各
欄
に
「
０
」
と
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
２
 
「
平
成
２
６
年
度
支
給
実
績
」
の
「
年
間
給
費
額
」
、
「
年
間
貸
与
額
」
、
「
年
間
減
免
額
」
の
金
額

は
、
平
成
２
６
年
度
（
平
成
２
６
年
４
月
か
ら
平
成
２
７
年
３
月
）
に
支
払
っ
た
「
人
数
」
全
員
分
の

実
支
給
総
額
（
平
成
２
６
年
度
決
算
額
、
単
位
：
千
円
）
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
（
予
算
額
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）
。
 

 
 

（
８
）
「
分
類
Ｂ
´
（
家
計
急
変
や
災
害
援
助
等
の
た
め
の
奨
学
金
【
う
ち
東
日
本
大
震
災
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
へ
の
対
応
】
）
の
記
録
」
 

平
成
２
３
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
へ
の
対
応
記
録
と
し
て
、
「
被

災
状
況
」
、
「
奨
学
金
等
支
給
金
額
の
割
合
」
、
「
提
出
資
料
」
、
「
添
付
資
料
」
の
各
項
目
に
つ
い
て
も
可

能
な
限
り
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
「
分
類
Ｂ
´
」
の
制
度
が
あ
る
場
合
の
み
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）
。
 

※
 
記
入
内
容
は
、
13
頁
の
調
査
票
記
入
例
を
参
照
く
だ
さ
い
。
 

 ２
．
「
③
学
内
給
費
奨
学
金
等
制
度
（
受
入
れ
留
学
生
）
－
平
成
２
６
年
度
実
績
－
」
に
つ
い
て
 

本
調
査
で
は
、
受
入
れ
留
学
生
に
対
す
る
給
費
奨
学
金
及
び
授
業
料
等
減
免
を
調
査
対
象
と
し
、
貸
与
奨
学
金
に

つ
い
て
は
調
査
の
対
象
外
と
し
ま
す
。
 

 （
１
）
「
名
称
」
 

当
該
奨
学
金
等
制
度
の
名
称
（
正
式
名
称
が
な
い
場
合
に
は
、
学
内
で
受
入
れ
留
学
生
に
周
知
し
て
い
る
名

称
）
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
 
「
名
称
」
欄
に
は
、
当
該
奨
学
金
等
制
度
に
お
い
て
学
部
学
生
、
大
学
院
学
生
の
両
方
が
支
給
対
象
に

な
る
場
合
は
、
同
一
の
名
称
を
支
給
対
象
ご
と
に
分
け
て
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
記
入
例
】
 

Ⅰ
 
学

内
奨

学
金

等
制

度
に

関
す

る
調

査

③
　

学
内

給
費

奨
学

金
等

制
度

（
受

入
れ

留
学

生
）
－

平
成

２
６

年
度

実
績

－
大

学
名

（
金

額
単

位
：
千

円
）

人
数

年
間

給
費

額
人

数
年

間
減

免
額

1
国

際
交

流
奨

学
金

継
続

学
部

学
生

I
○

2年
間

2
1
,2

0
0
千

円

2
国

際
交

流
奨

学
金

継
続

大
学

院
学

生
I

○
2年

間
2

1
,2

0
0
千

円

3
○

○
大

学
私

費
留

学
生

奨
学

金
新

設
学

部
学

生
I

×
1年

間
6
0

1
2
,0

0
0
千

円

4
○

○
大

学
私

費
留

学
生

奨
学

金
新

設
大

学
院

学
生

I
×

1年
間

1
2

1
,8

0
0
千

円

5 6

減
　

　
　

免

学
内

奨
学

金
等

制
度

名
　

　
称

分
類

( 
Ｉ 

）
基

金
の

有
無

支
給

期
間

支
給

対
象

継
続

状
況

給
　

　
　

費

平
成

２
６
年

度
支

給
実

績

 

 （
２
）
「
継
続
状
況
」
 

当
該
奨
学
金
等
制
度
に
つ
い
て
「
継
続
」
「
新
設
」
い
ず
れ
か
を
プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。
 

 （
３
）
「
支
給
対
象
」
 

当
該
奨
学
金
等
制
度
の
支
給
対
象
が
学
部
学
生
の
場
合
は
「
学
部
学
生
」
、
大
学
院
学
生
の
場
合
は
「
大
学

院
学
生
」
を
プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
 

  

※
平
成

2
6
年
度
奨
学
金
等
調
査
か
ら
の
変
更
点
は
赤
字
表
示
し
て
い
ま
す
。
 

8 
 （
４
）
「
分
類
（
Ｉ
）
」
 

分
類
Ｉ
を
プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
 

[学
内
奨
学
金
等
制
度
分
類
表
（
受
入
れ
留
学
生
）
] 

（
※
拡
大
版
は
、
12
頁
の
【
別
表
２
】
を
参
照
く
だ
さ
い
。
）
 

【
別

表
２

】

定
義

補
足

Ｉ
受

入
れ

留
学

生
に

関
す

る
奨

学
金

等
受

入
れ

留
学

生
を

対
象

と
す

る
奨

学
金

等
（入

学
金

免
除

や
奨

励
金

、
家

賃
補

助
、

授
業

料
減

免
等

を
含

む
）

【
注

】

１
．

分
類

欄
に

あ
る

｢奨
学

金
等

｣に
は

、
奨

学
金

お
よ

び
授

業
料

等
減

免
を

含
み

ま
す

。

２
．

学
生

本
人

等
の

申
請

の
必

要
が

な
く
、

か
つ

選
考

・審
査

等
も

行
わ

れ
な

い
も

の
に

つ
い

て
は

除
外

す
る

。
  
 （

例
：
留

年
し

た
学

生
に

対
し

て
一

律
支

給
等

す
る

も
の

。
当

該
大

学
ま

た
は

附
属

高
校

等
か

ら
の

進
学

者
に

対
し

て
一

律
支

給
・
授

業
料

等
減

免
す

る
も

の
等

）

３
．

賞
状

や
記

念
品

な
ど

の
よ

う
に

、
明

確
な

金
額

が
確

定
し

な
い

も
の

は
除

外
す

る
。

商
品

券
や

図
書

券
の

よ
う

に
、

給
費

す
る

金
額

が
明

確
な

も
の

は
、

奨
学

金
と

し
て

取
り

扱
う

。

学
内

奨
学

金
等

制
度

分
類

表
（
受

入
れ

留
学

生
）

分
類

 
 （
５
）
「
基
金
の
有
無
」
 

当
該
奨
学
金
等
の
原
資
の
全
部
あ
る
い
は
一
部
が
、
奨
学
基
金
（
第
３
号
基
本
金
引
当
資
産
）
の
果
実
で
あ

る
場
合
は
「
○
」
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
「
×
」
を
プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 （
６
）
「
支
給
期
間
」
 

当
該
奨
学
金
等
制
度
に
よ
っ
て
給
費
さ
れ
る
期
間
（
減
免
の
場
合
は
減
免
期
間
）
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

た
と
え
ば
、
「
○
年
間
」
「
最
短
修
業
年
限
」
「
２
年
間
ま
た
は
３
年
間
」
な
ど
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
 
各
種
奨
励
賞
の
よ
う
な
性
格
で
奨
励
金
と
し
て
一
時
金
を
支
給
す
る
制
度
等
に
つ
い
て
は
、
「
１
回
」
と
 

入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 （
７
）
「
平
成
２
６
年
度
支
給
実
績
」
 

当
該
奨
学
金
等
制
度
が
給
費
制
度
で
あ
れ
ば
「
平
成
２
６
年
度
支
給
実
績
」
の
「
給
費
」
欄
の
「
人
数
」
及

び
「
年
間
給
費
額
」
に
、
減
免
制
度
で
あ
れ
ば
「
減
免
」
欄
の
「
人
数
」
及
び
「
年
間
減
免
額
」
に
平
成
２
６

年
度
実
績
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
１
 
制
度
は
存
在
す
る
が
、
平
成
２
６
年
度
に
支
給
実
績
が
な
い
場
合
は
「
学
内
奨
学
金
等
制
度
」
の
各
欄

に
入
力
の
上
、
当
該
奨
学
金
等
制
度
が
給
費
制
度
で
あ
れ
ば
「
給
費
」
、
減
免
制
度
で
あ
れ
ば
「
減
免
」

の
各
欄
に
「
０
」
と
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
２
 
「
平
成
２
６
年
度
支
給
実
績
」
の
「
年
間
給
費
額
」
、
「
年
間
減
免
額
」
の
金
額
は
、
平
成
２
６
年
度

（
平
成
２
６
年
４
月
か
ら
平
成
２
７
年
３
月
）
に
支
払
っ
た
「
人
数
」
全
員
の
実
支
給
総
額
（
平
成
２

６
年
度
決
算
額
、
単
位
：
千
円
）
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
（
予
算
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。
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※
平
成

2
6
年
度
奨
学
金
等
調
査
か
ら
の
変
更
点
は
赤
字
表
示
し
て
い
ま
す
。
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 Ⅱ
 
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
に
関
す
る
調
査
 

  
こ
の
調
査
は
、
貴
大
学
に
お
け
る
平
成
２
６
年
度
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
新
規
採
用
実
績
及
び
日
本
学
生
支
援

機
構
奨
学
生
総
件
数
（
新
規
及
び
継
続
合
計
）
に
つ
い
て
調
査
す
る
も
の
で
す
。
 

 １
．
「
①
平
成
２
６
年
度
新
規
採
用
実
績
」
に
つ
い
て
 

 [学
部
] 

（
１
）
第
一
種
「
定
期
（
予
約
採
用
）
」
、
第
二
種
「
定
期
（
予
約
採
用
）
」
 

新
規
採
用
件
数
を
外
数
で
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
２
）
第
一
種
「
定
期
（
在
学
採
用
）
」
、
第
二
種
「
定
期
（
在
学
採
用
）
」
 
※
追
加
・
臨
時
採
用
含
む
 

新
規
採
用
件
数
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
第
一
種
、
第
二
種
併
用
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
件
数
に

含
め
て
く
だ
さ
い
。
 

（
３
）
第
一
種
「
定
期
外
（
緊
急
採
用
）
」
、
第
二
種
「
定
期
外
（
応
急
採
用
）
」
 

新
規
採
用
件
数
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
４
）
「
（
入
学
時
特
別
増
額
）
」
 

第
一
種
、
第
二
種
の
新
規
採
用
件
数
の
う
ち
、
入
学
時
特
別
増
額
貸
与
奨
学
金
制
度
の
増
額
採
用
と
な
っ
た

件
数
を
合
算
し
て
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
５
）
「
小
計
①
」
「
小
計
②
」
「
総
件
数
（
①
＋
②
）
」
 

入
力
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 [大
学
院
] 

（
１
）
第
一
種
「
定
期
」
、
第
二
種
「
定
期
」
 
※
追
加
・
臨
時
採
用
含
む
 

「
定
期
（
予
約
採
用
）
」
新
規
採
用
件
数
と
「
定
期
（
在
学
採
用
）
」
新
規
採
用
件
数
を
合
算
し
て
課
程
別

に
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
博
士
前
期
課
程
は
「
修
士
課
程
（
専
門
職
大
学
院
を
除
く
）
」
欄
に
入
力
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
第
一
種
、
第
二
種
併
用
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
件
数
に
含
め
て
く
だ
さ
い
。
 

（
２
）
第
一
種
「
定
期
外
（
緊
急
採
用
）
」
、
第
二
種
「
定
期
外
（
応
急
採
用
）
」
 

新
規
採
用
件
数
を
課
程
別
に
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
３
）
「
（
入
学
時
特
別
増
額
）
」
 

第
一
種
、
第
二
種
の
新
規
採
用
件
数
の
う
ち
、
入
学
時
特
別
増
額
貸
与
奨
学
金
制
度
の
増
額
採
用
と
な
っ
た

件
数
を
課
程
別
に
合
算
し
て
、
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
４
）
「
小
計
①
」
「
小
計
②
」
「
総
件
数
（
①
＋
②
）
」
「
合
計
」
 

入
力
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 

※
［
学
部
・
大
学
院
共
通
］
 

平
成
２
５
年
度
調
査
ま
で
は
、
臨
時
採
用
を
「
定
期
外
」
と
し
て
ご
回
答
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
が

、

よ
り
大
学
の
現
状
に
即
し
た
回
答
を
得
る
た
め
に
、
平
成
２
６
年
度
か
ら
「
定
期
」
と
し
て
ご
回
答
い
た
だ
く

こ
と
を
分
科
会
で
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
 

 ２
．
「
②
平
成
２
６
年
度
『
第
二
種
奨
学
金
（
短
期
留
学
）
』
新
規
採
用
実
績
」
に
つ
い
て
 

 （
１
）
「
計
」
 

 
 
 
 
平
成
２
６
年
度
の
「
第
二
種
奨
学
金
（
短
期
留
学
）
」
の
新
規
採
用
総
件
数
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

※
 
国
内
の
大
学
等
在
学
中
に
、
外
国
の
短
期
大
学
・
大
学
・
大
学
院
に
留
学
を
す
る
た
め
に
奨
学
金
を
希
望
す
る

人
を
対
象
と
し
た
「
第
二
種
奨
学
金
（
短
期
留
学
）
」
で
す
。
 

国
内
の
大
学
・
高
校
を
卒
業
後
、
諸
外
国
の
大
学
・
大
学
院
へ
学
位
取
得
を
目
的
と
す
る
留
学
の
た
め
の
奨
学

金
を
希
望
す
る
人
を
対
象
と
し
た
「
第
二
種
奨
学
金
（
海
外
）
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

※
平
成

2
6
年
度
奨
学
金
等
調
査
か
ら
の
変
更
点
は
赤
字
表
示
し
て
い
ま
す
。
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  ３
．
「
③
奨
学
生
総
件
数
（
新
規
及
び
継
続
合
計
）
（
平
成
２
７
年
３
月
１
日
現
在
）
」
に
つ
い
て
 

 （
１
）
「
学
部
」
の
「
総
件
数
」
 

第
一
種
、
第
二
種
と
も
に
、
平
成
２
７
年
３
月
１
日
現
在
在
学
の
奨
学
生
総
件
数
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
第
一
種
、
第
二
種
併
用
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
件
数
に
含
め
て
く
だ
さ
い
。
 

（
２
）
「
大
学
院
（
課
程
別
総
件
数
）
」
 

第
一
種
、
第
二
種
と
も
に
、
平
成
２
７
年
３
月
１
日
現
在
在
学
の
奨
学
生
総
件
数
を
課
程
別
に
入
力
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
博
士
前
期
課
程
は
「
修
士
課
程
（
専
門
職
大
学
院
を
除
く
）
」
欄
に
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
第
一
種
、
第
二
種
併
用
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
件
数
に
含
め
て
く
だ
さ
い
。
 

（
３
）
「
計
」
及
び
「
合
計
」
 

入
力
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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※平成 26 年度奨学金等調査からの変更点は赤字表示しています。 

12 
 

【別表２】

定義 補足

Ｉ 受入れ留学生に関する奨学金等
受入れ留学生を対象とする奨学金等（入学金免除や奨励金、家賃補助、授業料減免
等を含む）

【注】

１．分類欄にある｢奨学金等｣には、奨学金および授業料等減免を含みます。

1
2

２．学生本人等の申請の必要がなく、かつ選考・審査等も行われないものについては除外する。
   （例：留年した学生に対して一律支給等するもの。当該大学または附属高校等からの進学者に対して一律支給・授業料等減免するもの等）

３．賞状や記念品などのように、明確な金額が確定しないものは除外する。商品券や図書券のように、給費する金額が明確なものは、奨学金として取り扱う。

学内奨学金等制度分類表（受入れ留学生）

分類

 

※平成 26 年度奨学金等調査からの変更点は赤字表示しています。 
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【別表１】

区分 定義 補足

Ａ 経済支援のための奨学金等
経済的理由により修学困難な学生を対象とする奨学金等（もっぱら学
費に充てることを前提にしたものであるが、教育ローンにかかる利子を
補助するものや入学時貸与奨学金、家賃補助等を含む）

奨学生の選考にあたり、経済的要因を学業成績に優先して選考す
る奨学金

Ｂ 家計急変や災害援助等のための奨学金等
家計支持者の失職・死亡等による家計急変や、火災・風水害・地震など
の自然災害により修学困難になった学生を対象とする奨学金等

家計急変や災害等を主たる事由として奨学生を選考する奨学金
等

B’
家計急変や災害援助等のための奨学金等【うち東日本大震
災、福島第一原子力発電所事故への対応】

分類Ｂのうち、平成23年３月に発生した東日本大震災および福島第一
原子力発電所事故により修学困難になった学生を対象とする奨学金等
（校友会等や教育後援会等からの寄付金収入等を原資とする被災学
生への見舞金を含む） ※上記「Ｂ」には含めず「Ｂ´」として回答ください。

Ｃ 学業成績優秀者を対象とした奨学金等 学業成績が特に優れた学生を対象とする奨学金等
奨学生の選考にあたり、学業成績を経済的要因に優先して選考す
る奨学金等

Ｄ 入試成績の優秀者を対象とした奨学金等
各種入学試験の合格者の中で、特に優れた成績を修めた学生を対象
とする奨学金等

奨学生の選考にあたり、入学試験成績を他の要件に優先して選考
する奨学金等

Ｅ
特定の試験・研修の受験・受講者を対象とする奨学金や、学術
褒賞・教育研究奨励を目的とする奨学金等

大学が指定・認定する国家試験・研修等への受験者・受講者、当該試
験の合格者、または大学内外において研究成果を認められた者に対し
て、その活動を支援するための奨学金等

特定試験の受験を条件とする奨学金、または学業面で特に優れた
成果をあげ学内外で表彰等を受けたことを選考の要件とする奨学
金等

1
1 Ｆ

スポーツ・文化・ボランティア活動の優秀者を対象とした奨学金
等

大学内外において、スポーツ・文化・ボランティア活動等の分野で顕著
な成果をあげ、または貢献をした学生を対象とする奨学金等

スポーツ、文化、ボランティア活動等において顕著な成果をあげ、
または貢献したことを、選考条件とする奨学金等

Ｇ 派遣留学生に関する奨学金等
海外の大学に交換留学生等として派遣される学生を対象とする奨学金
等（当該留学において取得した単位が認定されるものに限る）

留学生として派遣されることを要件とする奨学金等

そ
の
他

Ｈ その他の奨学金等 上記区分の「奨学型」と「育英型」のどちらにも該当しない奨学金等

（１）一つの制度に奨学と育英両方の基準があり、その基準別に対
象学生を人選し、奨学金を支給する場合は、同一の名称で奨学型
の分類と育英型の分類とに分けて回答してください。
（２）１人の学生に支給する奨学金で、奨学型と育英型両方の要因
が含まれる場合は、支給事由の強い方の区分からＡ～Ｇいずれか
の分類を選択してください。

４．奨学金や減免制度といった名称、支給業務の取扱部署、支給根拠規程等にかかわらず、表彰制度等による報奨金並びに商品券や図書券のように給費する金額が明確なものは奨学金として取り扱う（賞状や記念品
等のように、明確な金額が確定しないものは除く）。

奨
学
型

学内奨学金等制度分類表（学部学生・大学院学生）

【注】

分類

２．分類欄にある｢奨学金等｣には、奨学金および授業料等減免を含みます。

育
英
型

３．学生本人等の申請の必要がなく、かつ選考・審査等も行われないものについては除外する。
   （例：留年した学生に対して一律支給等するもの。当該大学または附属高校等からの進学者に対して一律支給・授業料等減免するもの等）

１．家計急変や災害援助等のための奨学金等のうち、東日本大震災および福島第一原子力発電所事故への対応については、「Ｂ」には含めず「Ｂ´」として回答ください。
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※平成 26 年度奨学金等調査からの変更点は赤字表示しています。 

13 
 

調査票記入例 

Ⅰ 学内奨学金等制度に関する調査

①　学内奨学金等制度（学部学生）－平成２６年度実績－

（金額単位：千円）

人数 年間給費額 人数 年間貸与額 人数 年間減免額

1 ○○大学奨学金(給費) 継続 A ○ 1年間 100 80,000千円

2 ○○大学奨学金(貸与) 継続 A × 1年間 100 7,000千円

3 ○○大学学業奨励奨学金 新設 C × 1年間 10 9,600千円

4 ○○大学東日本大震災特別奨学金 新設 B × 1年間 5 5,000千円 家屋の全壊 授業料全額

申請書、申請票、家
計状況資料、使途の
経過報告書、振込口
座届、父および母の
所得証明書

罹災証明書（原
本）

5 ○○大学東日本大震災特別奨学金 新設 B × 1年間 10 3,000千円 家屋の一部損壊
授業料の50％の範
囲内

申請書、申請票、家
計状況資料、使途の
経過報告書、振込口
座届、父および母の
所得証明書

罹災証明書（原
本）、罹災証明書
で認められた家屋
修繕の領収書（コ
ピー可）

1
3 6 ○○大学入試特別措置 新設 B × １回 5 1,000千円

福島第一原発事故の
ため避難区域に指定

入学金全額 ・・・・・ ・・・・・

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

大学名

学内奨学金等制度 平成２６年度支給実績

名　　称 継続状況
分類

（Ａ～Ｈ）

基金の
有無

支給期間

（給費・貸与）

給　　　費 貸　　　　与 減　　　　免

分類Ｂ’の記録（家計急変や災害援助等のための奨学金【うち東日本大震災、福島第一原子力発電所事故への対応】）

被災状況 奨学金等給付金額の割合 提出資料 添付書類

’

’

’

Ｂ´以外は記入不要です

「被災状況」欄について

保証人（家計支持者）の死亡等

家屋（住家、住居）の全壊（焼）、大規模半壊

家屋（住家、住居）の半壊（焼）
家屋（住家、住居）の一部損壊

東日本大震災で被災し、かつ家計が激変

福島第一原発事故のため避難区域に指定

　　　　　　等、対象となる被災状況をご記入ください。

申請時の必要書類 選考過程で求める場合があ

るその他の書類

一つの奨学金等制度に対して、該当する被災状況が複数

ある時には、被災状況ごとに分けて入力してください。

 

32



Ⅰ 学内奨学金等制度に関する調査

②　学内奨学金等制度（大学院生）－平成２６年度実績－ 大学名

（金額単位：千円）

人数 年間給費額 人数 年間貸与額 人数 年間減免額

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

被災状況 提出資料

学内奨学金等制度 平成26年度支給実績 分類B'の記録（家計急変や災害援助等のための奨学金【うち東日本大震災、福島第一原子力発電所事故への対応】）

分類
（Ａ～H）

奨学金等給付金額の割合 添付資料
減　　　免

支給期間
（給費・貸与）

給　　　費 貸　　　　与
名　　称

継続
状況

支給対象
（給費・貸与）

基金の
有無

Ⅰ 学内奨学金等制度に関する調査

①　学内奨学金等制度（学部学生）－平成２６年度実績－ 大学名

（金額単位：千円）

人数 年間給付額 人数 年間貸与額 人数 年間減免額

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

名　　称
分類

（Ａ～H）
基金の
有無

支給期間
（給費・貸与）

継続
状況

学内奨学金等制度 平成26年度支給実績

給　　　費 減　　　免貸　　　　与

分類B'の記録（家計急変や災害援助等のための奨学金【うち東日本大震災、福島第一原子力発電所事故への対応】）

被災状況 奨学金等給付金額の割合 提出資料 添付資料
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 日
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援
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構
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名
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平
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2
6
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新
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採

用
実

績
　

制
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採
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期
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採
用
）
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採
用
）
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（
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用
）
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計
①
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用
）
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学
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用
）
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6
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種
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期
留

学
）
」
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績
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外
（
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急
採
用
）

小
計
②

0
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数
（
①
+
②
）

0
計

（
入
学
時
特
別
増
額
）

※
「
第
二
種
奨
学
金
（
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外
）
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あ
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ま
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ん
。

修
士

課
程

（
専
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学
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）
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院

制
度

採
用
の
種
類

課
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規
採
用
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数
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計

第

(注
)

1
．
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の

場
合
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れ
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件

数
に

含
め

て
く
だ

さ
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「
（
入

学
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特
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額

）
」
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「
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」
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第
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種

」
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用
件
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増
額
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」
に
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前
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。
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部

分
（
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欄

）
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入
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し
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く
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さ
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。

定
期
外
（
緊
急
採
用
）

0

小
計

①
0

0
0

0
0

0

定
期

0

定
期
外
（
応
急
採
用
）

0

小
計

②
0

0
0

0
0

0

総
件
数
（
①
+
②
）

0
0

0
0

0
0

（
入
学
時
特
別
増
額
）

0

③
奨

学
生

総
件

数
（
新

規
及

び
継

続
合

計
）
（
平

成
2
7
年

3
月

1
日

現
在

）

学
部

総
件
数

修
士

課
程

（
専

門
職

大
学

院
を
除

く
）

専
門

職
大

学
院

（
法

科
大

学
院

を
除

く
）

法
科

大
学

院
博

士
後

期
課

程
博

士
（
医

･歯
･薬

･獣
医

）
課

程

第 一 種
0

第 二 種
0

計
0

0
0

0
0

0
0

合
　
計

第 一 種 第 二 種 制
度

大
学
院
（
課
程
別
総
件
数
）

Ⅰ 学内奨学金等制度に関する調査

③　学内奨学金等制度（受入れ留学生）－平成２６年度実績－ 大学名

（金額単位：千円）

人数 年間給費額 人数 年間減免額

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

給　　　費

平成26年度支給実績

減　　　免
名　　称 支給対象

分類
(I）

学内奨学金等制度

基金の
有無

支給期間
継続
状況
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平成２７年１１月２５日 

 

 

 

一般社団法人日本私立大連盟 

会  長 清 家   篤 

学 生 委 員 会 

担当理事 吉 岡 知 哉 

 

給付奨学金制度の創設に関する要望 

【要望】 

学習意欲がありながら真に経済支援を必要とする学生は、国立大学にも私立大学にも同程度の割合で存在

する。国立、私立の区別なく、勉学意欲のあるすべての学生に修学の機会を平等に与えることは社会の使命

であり、そのことを通じてのみ、社会は未来に向けた持続的な発展を実現できる。 

しかし、現状、私立大学の経済困窮者への給付的支援は必ずしも十分ではない。私立大学の経済困窮者に

も、国立大学と同様の学習環境を保証すべく、給付奨学金制度創設を強く要望する。 

 

１．日本の公財政教育支出額における国私間格差 

 図１のとおり、日本における大学生1人当たりへの公財政教育支出額は年間69万円で、OECD各国平均の

99万円を下回る。ただし、これを国立大学のみでみると193万円で、スウェーデンに次ぐ高い水準となる。

しかし、私立大学ではわずか16万円で、国立大学のおよそ12分の１、最下位の韓国（33万円）の半分にも

及ばない。大学生のおよそ77％が私立大学生であることを考えると、あまりにも大きい格差である。 

 

図１．⼤学⽣１⼈当たりへの公財政教育⽀出額（OECD 各国：⾼等教育機関）（平成 23 年） 
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※OECD Statistics［Education and Training］［Financial and human resources invested in education ］（2011 

年データ）より⽂部科学省が作成した資料に⽇本（国⽴・私⽴別）を追加。 
※OECD は、⽇本の公的・私的教育機関別の学⽣１⼈当たり公財政⽀出は公表していない。そのため、国⽴については、国⽴⼤学法⼈運

営費交付⾦、国⽴⼤学教育研究特別整備費、国⽴⼤学法⼈等施設整備事業から計算。私⽴については、私⽴⼤学等経常費補助、私
⽴⼤学等教育研究活性化設備整備事業、私⽴学校施設設備費から計算（いずれも 2011 年度予算、補正予算を除く）。 

※OECDのデータは各国通貨による算定結果を購買⼒平価（PPP）で⽶ドル換算したものであり、その額に⽇本のPPPレート（107.5円）
を乗じて円に換算。 
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２．家庭の年収別分布と授業料等減免対象者における国私間格差 

学生の家庭の年収別在学率（所得五分位別在学率）の経年変化を見ると、国立大学（図２）では各分位の

在学率に大きな変化はないが、私立大学（図３）では第Ⅴ分位が大きく減り第I分位が増加した。現在では、

国私ともに各所得分位階層の在学率は約20％であることから、第I分位を経済的な修学支援が必要な層とみ

なせば、支援の対象者数（規模）は、国立大学生約60万人のうちの約12万人、私立大学生約200万人のう

ちの約40万人となる。 

 

図２．家庭の年収別在学率：国⽴⼤学 

 
図３．家庭の年収別在学率：私⽴⼤学 

 

出所：⽇本学⽣⽀援機構「平成 24 年度学⽣⽣活調査結果」の概要（図２図３とも P.20 から転載） 
※学⽣⽣活調査における家庭の年間収⼊を、総務省統計局が実施している「家計調査」から推計した所得の五分位階層区分と

⽐較した場合の分布の変化。平成 24 年度の場合は、第Ⅰ分位 4,910 千円未満、第Ⅱ分位 6,544 千円未満、第Ⅲ分位 8,101 
千円未満、第Ⅳ分位 10,210 千円未満、第Ⅴ分位 10,210 千円以上。数値の⼀部には分析者による集計値が含まれる。 
 

授業料等減免に係る制度を比較すると、表１のとおり、平成 25 年度に国立大学で授業料が免除（全額約

54万円・半額約27万円）された実人数は、総数約60万人の31％、のべ約18.6万人である。一方、同年度

に私立大学の経常費補助事業で授業料等減免の対象となった学生数は、総数約 200 万人の 2.0％、申請者ベ
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ースで約4.0万人、減免額は約21万円である。したがって、計算上、実際の支援規模は、国立大学では支援

が必要な層約12万人の約155％、私立大学では約40万人の約10％となる。 

 

表１．国私別授業料等減免制度の推移 
 年度 H23 (2011) H24(2012) H25(2013) H26(2014) H27(2015)

国
⽴
⼤
学 

① 授業料免除予算額 

 うち、復興特別会計 

予算上の免除対象⼈数 

 うち、復興特別会計分 

225 億円

－ 

4.2 万⼈

－ 

268 億円

14 億円

5.2 万⼈

0.2 万⼈

291 億円

11 億円

5.6 万⼈

0.2 万⼈

301 億円 

7 億円 

5.5 万⼈ 

0.1 万⼈ 

311 億円

４億円

5.7 万⼈

記載なし 

前年度⽐（⾦額ベース）  ＋19.1％ +8.6％ +3.4％ +3.3％

② 授業料免除実績額 

 うち、復興特別会計 

授業料免除実⼈数 

 うち、復興特別会計分 

351 億円

21 億円

17.7 万⼈

0.9 万⼈

373 億円

15 億円

18.4 万⼈

0.7 万⼈

393 億円

17 億円

18.6 万⼈

0.8 万⼈

NA 

 

NA 

－ 

 － 

 － 

私
⽴
⼤
学 

③ 授業料減免等補助予算 

 うち、復興特別会計 

予算上の減免対象⼈数 

 うち、復興特別会計分 

49 億円

－ 

3.3 万⼈

－ 

118 億円

61 億円

5.4 万⼈

記載なし 

120 億円

50 億円

5.9 万⼈

記載なし 

116 億円 

35 億円 

3.9 万⼈ 

記載なし 

102 億円

17 億円

4.2 万⼈

記載なし 

前年度⽐（⾦額ベース）  ＋140.8% +1.7% -3.3% -12.1%

④ ⼤学への交付額実績＊１ 

うち、復興特別会計 

減免対象⼈数(⼤学申請者数）*２ 

うち、復興特別会計分 

133 億円

81 億円

3.２万⼈

－ 

101 億円

43 億円

4.4 万⼈

1.0 万⼈

82 億円

23 億円

4.0 万⼈

0.5 万⼈

80 億円 

19 億円 

4.1 万⼈ 

0.4 万⼈ 

－ 

－ 

－ 

－ 
出所：⽂部科学省、⽇本私⽴学校振興・共済事業団 
※国⽴⼤学（①②）は学⽣に対する授業料免除額、私⽴⼤学（③④）は⼤学に対する補助⾦額（前年度の⼤学経常費による学⽣への

減免等実績に対する 2 分の 1 補助、復興特別会計（震災対応分）は減免実績の 3 分の２補助）を⽰す。 
※各データは以下より掲載 

① 「⽂部科学省 予算主要事項（平成 23〜27 年度）」［⽂部科学省 HP より］ 
② ⽂部科学省⾼等教育局への問合せ回答結果を掲載 
③ 前掲①に同じ 
④ 私⽴⼤学等経常費補助⾦に関する交付額実績・減免対象⼈数（申請者数） 

＊1 「私⽴⼤学等経常費補助⾦ 特別補助内訳表（平成 23〜26 年度）」[⽇本私⽴学校振興・共催事業団 HP より]  
＊2 ⽇本私⽴学校振興・共催事業団への問合せ回答結果を掲載 

 

３．貸与奨学金の限界と給付奨学金の必要性 

 日本私立大学連盟の調査によると、図４のとおり、学生が奨学金制度に希望することとして「返還の必要

のない奨学金の充実」が一貫して最も多い。また、図５のとおり、奨学金を受けない理由として「返済義務

がある」ことをあげた学生の割合が、平成18年度13.3％から、リーマン・ショックが起きた平成20年度を

挟んで、平成22年度は16.6％、直近の平成26年度は19.3％へと上昇している。「返還の必要のない奨学金

の充実」を求める背景に、貸与奨学金を回避しようとする傾向の高まりがあることがわかる。 

37



図４．奨学⾦制度に希望すること（平成 14 年度〜26 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※⽇本私⽴⼤学連盟『学⽣⽣活実態調査集計報告書』（第 11〜14 回）より作成 

 
図５．奨学⾦を受けていない理由（平成 10 年度〜26 年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※⽇本私⽴⼤学連盟『学⽣⽣活実態調査集計報告書』（第 10〜14 回）より作成 
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13.3%
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5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

平成１０年度 １４年度 １８年度 ２２年度 ２６年度

返済義務がある 成績基準に

合わなかった

家計基準に

合わなかった

申請したが

受けられなかった

応募の機会を逃した

18.2%

19.5% 18.7%
16.0%

36.8% 37.8%
39.8%

34.7%

14.8% 14.7% 13.9%

10.6%

19.5%
17.4%

18.5%

14.4%

11.0% 11.5%
13.1%

10.0%

18.0%
16.2% 16.9%

13.9%

55.2%

49.3%

52.2%

51.0%

23.4%

19.2%
18.3%

13.8%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

55.0%

１４年度 １８年度 ２２年度 ２６年度

支給金額の増額 手続きの簡素化 成績基準の見直し 家計基準の見直し

困窮度の重視 経済状況の適正な評価 返還の必要のない

奨学金の充実

支給枠の拡大
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図６．⽇本学⽣⽀援機構奨学⾦の貸与状況（平成 23〜25 年度） 

図６-1.（学部） 図６-2.（⼤学院） 

出典：図 6-1､6-2 ⽇本学⽣⽀援機構提供資料「平成 23〜25 年度貸与状況」より作成 

※学校別割当数の算出規準（参考：上記「平成 23~25 年度貸与状況」より） 
＜学 部＞ 第⼀種：①⼊学実員より 50% ②返還延滞率 30% ③過去 3 年の採⽤実績 20%  

第⼆種：①過去 3 年の採⽤実績 70% ②返還延滞率 20% ③⼊学実員 10%学校別割当数の算出規準 
＜⼤学院＞ 第⼀種、第⼆種とも ①過去 3 年の採⽤実績 70% ②返還延滞率 20% ③⼊学実員 10% 

 
また、日本学生支援機構奨学金の貸与状況をみると、図６－１のとおり、学部生については、国立大学で

は第一種（無利子）が横ばいから微増、第二種（有利子）は平成 24 年度前年比マイナス 4.2％、平成 25 年

度は前年度比マイナス6.5％となり、３年間で10％以上も「激減」した。反対に、私立大学では第一種は同

期間に10％以上増加し、第二種も年々増加している。 

大学院生については、図６－２のとおり、国立大学の第二種、私立大学の第一種、第二種で毎年貸与額が

減少している。大学院生の場合、第一種には貸与終了時にすぐれた業績を上げた者に対して全額または半額

の返還免除制度があり、貸与終了者のうち上位３分の１がこの制度の恩恵に浴するが、貸与額も貸与人員も

国立は私立の約２倍あり、免除枠も２倍与えられる計算となる。なお、学校別割当数には過去３年の採用実

績数が大きく影響する（図６※参照）。たとえば、私立大学の第一種は、平成23年度から３年連続減少して

いることから、平成26年度も割当数が減り、ひいては免除枠も減ることが予想される。 

最も資金ニーズ（困窮度）の高い層（所得五分位の第I 分位）は、おおむね第一種の家計基準を満たすと

考えられることから、国立大学では、授業料免除制度が第一種奨学金をある程度肩代わりしているが、私立

大学では給付的支援が不十分なため、貸与奨学金を利用していると推測できる。第二種貸与者の減少は、有

利子に対する抵抗感が背景にあるものと思われる。その中で、私立大学の学部学生のみ、第一種、第二種と

も増加している。これは、貸与奨学金に頼らざるを得ない、厳しい家計状況を反映していると考えられる。 
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日本学生支援機構は、無利子奨学金枠の拡大や所得連動型奨学金の導入を図っているが、貸与奨学金は給

付奨学金の代替策にはなりえない。 

 

４．まとめ 

現在、高校卒業者の半数以上が大学へ進学し、その約８割が私立大学で学んでいる。修学のために経済的

な支援が必要な学生は、国立大学にも私立大学にも等しく存在する。しかし、私立大学生に対する日本の公

財政教育支出は、国際的にみても著しく不足している。現状、国立大学への給付的支援が国際的な比較に基

づいても充実していることが明確ではあるが、今後は国立・私立の隔てなく、高等教育を望む人々に等しく

給付的支援を行えるように、既存の財源の再配分・新たな財源の確保を含めて、速やかに給付奨学金制度の

充実をはかるべきである。 

また、修学支援としての貸与奨学金制度は限界に近づいている。日本学生支援機構の平成 27 年度予算の

事業規模は、貸与人員 134 万人・総額 1兆 1,000 億円である（日本学生支援機構『JASSO 日本学生支援機構

概要 2015』）。高等教育課程の学生の実に 10 人に 4 人が利用している計算である。少子高齢化が進行する日

本において、借金を背負って社会に出る者が増えれば増えるほど、若者の消費が縮み、将来の日本経済への

影響も無視できない。 

今必要なのは、給付的支援の充実である。一刻も早く国私間格差を解消し、支援を必要とする私立大学生

すべてを網羅する給付奨学金制度の実現を、強く要望するものである。 

以上 
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平成２７年度学生委員会委員 

 

担当理事 吉 岡 知 哉 立 教 学 院 立教大学総長 

委 員 長 國 廣 敏 文 立  命  館 理事・産業社会学部教授 

副委員長 伊 東 裕 司 慶 應 義 塾 文学部教授 

委  員 中 川 恭 明 中 央 大 学 学生部長・総合政策学部教授 

 川 崎 友 巳 同  志  社 学生支援機構学生支援センター所長・法学部教授 

 小野寺 一 浩 福 岡 大 学 学生部長・法学部教授 

 神 澤 信 行 上 智 学 院 学生センター長・理工学部教授 

 宇 惠 勝 也 関 西 大 学 キャリアセンター所長・商学部教授 

 米 山 直 樹 関 西 学 院 学生活動支援機構副機構長（学生部長）・文学部教授 

 岡 本 大 輔 慶 應 義 塾 就職部長・商学部教授 

 杉 林 宏 茂 明 治 大 学 学生支援部長 

 北 條 英 勝 武 蔵 野 大 学 学生部長・人間科学部教授 

 石 垣 智 徳 南 山 学 園 就職委員会委員長・ビジネス研究科教授 

 坂 本 雅 士 立 教 学 院 学生部長・経済学部教授 

 齊 藤 泰 治 早 稲 田 大 学 学生部長・政治経済学術院教授 

（平成２８年３月現在） 

 

 

平成２７年度学生委員会奨学金等分科会委員 

 

分科会長 坂 本 雅 士 立 教 学 院 学生部長、経済学部教授 

委  員 秋 元 謙 一 中 央 大 学 学生部事務室厚生課長 

 杉 山   孝 法 政 大 学 学生センター厚生課長 

 佐 藤   朋 慶 應 義 塾 国際連携推進室課長（前学生部福利厚生支援担当課長）（平成27年10月辞任） 

 加 来 信 人 慶 應 義 塾 学生部福利厚生支援担当課長（平成27年11月就任） 

 遠 藤 裕 子 立 教 学 院 教育開発支援センター課長 

 藤 井 啓太郎 立  命  館 学校法人立命館人事部付 

 岡 崎 成 光 早 稲 田 大 学 学生部奨学課長 

（平成２８年３月現在） 

 

 

担当事務局 教学支援担当 

 担当課長 相 坂 太 郎 

 担当課員 千 葉 謙 太 

 担当課長代理 加賀崎 奈 美 

 専 門 職 髙 橋 真 穂（2015.4.1～2016.3.31日本大学より出向） 
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一般社団法人日本私立大学連盟加盟大学一覧
（大学名ＡＢＣ順）

（121大学 平成28年3月現在）

愛 知 大 学 城 西 国 際 大 学 武 蔵 野 美 術 大 学 園 田 学 園 女 子 大 学

亜 細 亜 大 学 順 天 堂 大 学 名 古 屋 学 院 大 学 創 価 大 学

青 山 学 院 大 学 関 西 大 学 南 山 大 学 大 正 大 学

跡 見 学 園 女 子 大 学 関 西 学 院 大 学 日 本 大 学 拓 殖 大 学

梅 花 女 子 大 学 関 東 学 園 大 学 日 本 女 子 大 学 天 理 大 学

文 教 大 学 関 東 学 院 大 学 ﾉｰﾄﾙﾀﾞﾑ清心女子大学 東 邦 大 学

筑 紫 女 学 園 大 学 慶 應 義 塾 大 学 大 阪 学 院 大 学 東 北 学 院 大 学

中 京 大 学 恵 泉 女 学 園 大 学 大 阪 医 科 大 学 東 北 公 益 文 科 大 学

中 央 大 学 敬 和 学 園 大 学 大 阪 女 学 院 大 学 東 海 大 学

獨 協 大 学 神 戸 女 学 院 大 学 追 手 門 学 院 大 学 常 磐 大 学

獨 協 医 科 大 学 神戸海星女子学院大学 大 谷 大 学 東 京 医 療 保 健 大 学

同 志 社 大 学 國 學 院 大 学 立 教 大 学 東 京 情 報 大 学

同 志 社 女 子 大 学 国 際 大 学 立 正 大 学 東 京 女 子 大 学

フェリス女学院大学 国 際 武 道 大 学 立 命 館 大 学 東 京 女 子 医 科 大 学

福 岡 大 学 国 際 基 督 教 大 学 立命館ｱｼﾞｱ太平洋大学 東 京 経 済 大 学

福 岡 女 学 院 大 学 駒 澤 大 学 龍 谷 大 学 東 京 農 業 大 学

福岡女学院看護大学 皇 學 館 大 学 流 通 科 学 大 学 東 京 歯 科 大 学

学 習 院 大 学 甲 南 大 学 流 通 経 済 大 学 苫 小 牧 駒 澤 大 学

学 習 院 女 子 大 学 久 留 米 大 学 西 武 文 理 大 学 東 洋 大 学

白 鷗 大 学 共 立 女 子 大 学 聖 学 院 大 学 東洋英和女学院大学

阪 南 大 学 京 都 産 業 大 学 成 城 大 学 東 洋 学 園 大 学

姫 路 獨 協 大 学 京 都 精 華 大 学 聖 カ タ リ ナ 大 学 豊 田 工 業 大 学

広 島 女 学 院 大 学 京 都 橘 大 学 成 蹊 大 学 津 田 塾 大 学

広 島 修 道 大 学 松 山 大 学 西 南 学 院 大 学 和 光 大 学

法 政 大 学 松 山 東 雲 女 子 大 学 清 泉 女 子 大 学 早 稲 田 大 学

兵 庫 医 科 大 学 明 治 大 学 聖 心 女 子 大 学 山 梨 英 和 大 学

兵 庫 医 療 大 学 明 治 学 院 大 学 仙台白百合女子大学 四 日 市 大 学

石 巻 専 修 大 学 宮 城 学 院 女 子 大 学 専 修 大 学 四日市看護医療大学

実 践 女 子 大 学 桃 山 学 院 大 学 芝 浦 工 業 大 学

上 智 大 学 武 蔵 大 学 白 百 合 女 子 大 学

城 西 大 学 武 蔵 野 大 学 昭 和 女 子 大 学
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